
旧
八
重
川
家
屋
根
葺
替
工
事

旧
八
重
川
家
屋
根
葺
替
工
事

設
計
監
理
４
月

設
計
監
理
４
月
1111
日
開
札

日
開
札

県文化資源活用課

（公社）日本建築家協会
近畿支部 奈良地域会

　

奈
良
県
防
災
統
括
室

は
、「
奈
良
県
震
度
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

再
整
備
工
事
」
に
総
合
評

価
落
札
方
式
一
般
競
争
入

札
を
適
用
し
て
３
月
30
日

に
公
告
し
た
。
入
札
参
加

申
込
書
を
４
月
11
日
ま

で
、
技
術
提
案
書
を
４
月

20
日
ま
で
、
入
札
書
及
び

工
事
費
内
訳
書
を
５
月
17

日
～
23
日
に
受
け
付
け
て

５
月
2４
日
に
開
札
す
る
。

　

工
事
場
所
は
奈
良
市
登

大
路
町
30
番
地
︿
県
庁
﹀

　

奈
良
県
文
化
・
教
育
・

く
ら
し
創
造
部
文
化
資
源

活
用
課
は
、「
奈
良
県
立

⺠
俗
博
物
館
旧
八
重
川
家

屋
根
葺
替
工
事
設
計
監
理

業
務
３
文
資
第
２
５
０

号
」
の
一
般
競
争
入
札
を

４
月
11
日
に
開
札
し
て
業

務
を
委
託
す
る
。

　

業
務
場
所
は
大
和
郡
山

市
矢
田
町
５
４
５
番
地
の

　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
の
知
恵
と
技
術
を

活
か
し
、
地
域
・
文
化
・

風
土
・
地
球
環
境
ま
で
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
建
築
家
。

令
和
２
年
度
か
ら
奈
良
地

域
会
長
に
就
任
し
た
山
下

喜
明
氏
は
、
就
任
と
同
時

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生

活
環
境
の
変
化
を
強
い
ら

れ
た
一
方
で
、Zoom

や

YouTube

ラ
イ
ブ
配
信

が
活
発
に
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
な

が
ら
少
し
ず
つ
リ
ア
ル
も

増
や
し
た
い
と
意
気
込

む
。
建
築
・
ま
ち
づ
く
り

を
通
し
て
社
会
公
共
に
貢

献
す
る
活
動
を
繰
り
広
げ

て
い
る
建
築
家
協
会
が
抱

え
て
い
る
課
題
、
重
点
的

に
取
り
組
む
事
業
な
ど
を

山
下
会
長
に
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
＝
疋
田
）

　

奈
良
地
域
会
の
現
在
の

会
員
は
22
名
で
す
。
個
人

の
建
築
家
の
集
団
な
の
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
仕
事
が
大

半
で
す
。
設
計
事
務
所
の

中
で
も
我
々
の
よ
う
な
ア

ト
リ
エ
系
事
務
所
に
就
職

す
る
学
生
さ
ん
は
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
人
材

不
足
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
定
着
に

伴
い
、
一
般
公
開
と
し
て

の
「
季
節
毎
講
演
会
」
を

方
針
と
し
、
幅
広
い
分
野

で
の
自
己
研
鑽
を
目
的
と

し
、建
築
に
限
ら
ず
文
化
・

歴
史
等
、
多
様
性
を
意
識

し
た
講
演
会
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
公
共
建
築
や
公

共
空
間
と
い
う
と
こ
ろ
に

軸
足
を
置
き
、
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
三
宅
町
の

公
共
施
設「
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
」

の
基
本
構
想
か
ら
完
成
に

至
る
ま
で
の
成
り
立
ち
に

共
感
し
、
こ
れ
か
ら
の
公

共
施
設
づ
く
り
の
成
功
例

と
し
て
多
方
面
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
昨
年
末
に

見
学
会
と
講
演
、
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

三
宅
町
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
る
設
計
者
選

定
を
選
び
ま
し
た
が
、
そ

の
前
段
階
か
ら
町
⺠
主
体

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
を
整
理
し
た
上
で
の

設
計
者
選
定
と
し
た
こ
と

が
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
が

う
ま
く
共
鳴
し
合
い
、
多

世
代
の
町
⺠
に
受
入
れ
ら

れ
る
魅
力
的
な
施
設
を
生

み
出
す
「
鍵
」
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
成

功
例
を
奈
良
か
ら
発
信
で

き
た
こ
と
は
嬉
し
く
思
う

と
同
時
に
、
今
回
の
よ
う

な
手
法
が
全
国
へ
と
広
が

れ
ば
街
は
も
っ
と
楽
し
く

豊
か
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
和
歌
山
地
域

会
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。「
吉

野
材
・
紀
州
材
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
」
と
い
う
テ
ー

マ
で「
林
業
家
×
建
築
家
」

の
座
談
会
で
す
。
新
た
な

行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
家
協
会
に
は
Ｊ
Ｉ

Ａ
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
す
。
行
政
や
⺠
間

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
っ
と
ピ

ー
ア
ー
ル
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

我
々
の
仕
事
は
、
常
に
イ

ン
プ
ッ
ト
し
て
新
し
い
も

の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

幅
広
く
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

安
藤
忠
雄
氏
や
隈
研
吾

氏
は
も
ち
ろ
ん
建
築
士
だ

が
建
築
家
で
あ
り
ま
す
。

し
か
も
社
会
の
問
題
点
を

見
つ
け
て
は
課
題
解
決
す

る
も
の
を
作
っ
て
い
る
。

建
築
家
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性

が
あ
る
の
で
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
方
法
は
違
う
が
、
根

底
に
あ
る
も
の
は
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
家
づ
く
り

も
設
計
段
階
で
ワ
ク
ワ

ク
、
出
来
上
が
る
ま
で
ワ

ク
ワ
ク
、
完
成
し
た
家
庭

で
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
づ

き
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会長　山下 喜明

　

業
界
人
に
聞
く　

　

業
界
人
に
聞
く　

県
立
⺠
俗
博
物
館
。
業
務

概
要
は
移
築
復
原
⺠
家
で

あ
る
旧
八
重
川
家
住
宅

（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

の
屋
根
葺
替
及
び
部
分
修

理
に
係
る
設
計
及
び
監
理

業
務
。
委
託
期
間
５
年
３

月
2４
日
。

　

工
事
の
概
要
は
屋
根
葺

替
、
木
部
等
部
分
修
理
、

そ
の
他
関
連
業
務
。
建
造

物
の
構
造
規
模
等
は
木
造

茅
葺
平
屋
建
桁
行
11
・
０

５
㍍
梁
間
７
・
98
㍍
の
寄

棟
造
平
面
積
8４
・
51
平
方

㍍
（
屋
根
面
積
２
１
０
・

９
平
方
㍍
）。
設
計
図
書

は
６
月
15
日
納
品
で
、
今

夏
に
入
札
を
実
施
し
て
８

月
下
旬
～
５
年
３
月
2４
日

を
工
事
期
間
に
充
て
る
。

（
吹
上
）

県
建
設
業
・
契
約
管
理
課

宝来ランプ橋梁詳細設計他宝来ランプ橋梁詳細設計他

近代設計が落札近代設計が落札

　

奈
良
県
建
設
業
・
契
約

管
理
課
が
３
月
22
日
開
札

（
３
月
30
日
契
約
）し
た
一

般
競
争
入
札「
一
般
国
道

３
０
８
号
宝
来
ラ
ン
プ
橋

梁
詳
細
設
計
他
業
務（
地

域
連
携
道
路
事
業（
都
づ

く
り
）他
）第
１
―
５
―
委

２
他
号
」は
近
代
設
計（
評

価
値
４0
・
13
）が
６
９
５
５

万
円（
入
札
書
比
価
格
価

格
８
６
６
６
万
円
）で
落
札

し
た
。他
の
参
加
者
は
復
建

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、大

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

　

業
務
場
所
は
奈
良
市
宝

来
町
。業
務
概
要
は
橋
梁

詳
細
設
計
１
式（
鋼
３
径

間
連
続
剛
結
鋼
床
版
箱
桁

橋
１
橋
、逆
Ｔ
式
橋
台
２

基
、鋼
製
柱
式
橋
脚
２
基
、

場
所
打
杭
２
基
、深
礎
杭

２
基
）、道
路
詳
細
設
計
１

式（
道
路
詳
細
設
計︿
Ａ
﹀

０
・
４
㌔
㍍
）、一
般
構
造

物
詳
細
設
計
１
式（
補
強

土
２
ヵ
所
）、全
体
施
工
計

画
作
成
及
び
関
係
機
関
と

の
協
議
資
料
作
成
１
式
。

橋
梁
予
備
設
計
業
務
は
国

際
航
業
が
担
当
。委
託
期

間
５
年
３
月
31
日
。詳
細

は
後
日
掲
載
の
予
定
。

震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
再
整
備

震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
再
整
備

４
月
４
月
1111
日
ま
で
参
加
受
付

日
ま
で
参
加
受
付

県防災統括室

ほ
か
市
町
村
役
場
等
４6
ヵ

所
。
工
事
概
要
は
震
度
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
再
整
備
工
事
１
式
（
震

度
情
報
処
理
装
置
等
の
更

新
、
震
度
計
機
器
等
の
更

新
、
震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
器
等
の
更
新
、
前

記
整
備
に
伴
う
電
気
通
信

工
事
）。
工
期
５
年
３
月

31
日
。

　

参
加
に
は
電
気
通
信
工

事
業
の
特
定
建
設
業
許
可
。

通
信
設
備
の
登
録
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
「
電
気
通

信
工
事
業
」
の
許
可
を
受

け
て
い
る
本
店
ま
た
は
営

業
所
が
近
畿
圏（
奈
良
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪

府
、兵
庫
県
、和
歌
山
県
、

福
井
県
）
内
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

電
気
通
信
工
事
の
総
合
評

定
値
が
８
０
０
点
以
上
で

あ
る
こ
と
―
な
ど
が
必

要
。
予
定
価
格
２
億
７
１

９
９
万
２
６
０
０
円
込
、

調
査
基
準
価
格
２
億
４
４

６
２
万
５
７
０
０
円
込
。

　

人
は
誰
し
も
長
寿
を
願
う
。
本
人
は
も
と

よ
り
大
切
な
人
の
命
が
永
く
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
。
そ
の
一
方
で
認
知
症
に
な
る
こ
と
を
強

く
恐
れ
て
い
る
。
健
康
で
い
て
こ
そ
の
長
生
き

を
望
ん
で
い
る
の
だ
▼
映
画
﹃
ぼ
け
ま
す
か

ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
～
お
か
え

り
お
母
さ
ん
～
﹄
が
上
映
さ
れ
て
い
る
▼
作

者
の
母
親
が
85
歳
で
認
知
症
を
発
症
し
、
さ

ら
に
老
齢
で
あ
る
93
歳
の
父
親
が
介
護
す
る

「
老
老
介
護
」
の
日
々
を
撮
影
し
た
記
録
だ
。

２
０
１
８
年
の
前
作
の
続
編
で
、
亡
く
な
っ

て
家
に
帰
る
ま
で
が
描
か
れ
る
▼
父
親
は
し

た
こ
と
が
な
い
裁
縫
ま
で
含
む
家
事
全
般
を
、

百
歳
を
目
前
に
し
て
こ
な
す
よ
う
に
な
る
。

買
物
に
も
行
く
。
あ
る
日
、
億
劫
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
母
親
が
溜
ま
っ
た
洗
濯
物
を
広
げ

て
そ
の
上
に
寝
転
ん
だ
。
父
親
は
そ
ん
な
妻

を
跨
い
で
ト
イ
レ
へ
行
っ
た
▼
暗
欝
な
老
老
介

護
と
思
い
き
や
、
ほ
ん
わ
か
と
し
た
面
も
覗

か
せ
る
。
必
要
以
上
に
ボ
ケ
る
こ
と
を
こ
わ

が
ら
な
く
て
い
い
。
あ
る
が
ま
ま
を
受
容
す

る
覚
悟
の
あ
る
な
し
で
は
な
い
か
。

（
Ｆ
）

新
年
度
展
望

新
年
度
展
望
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西
大
寺
駅
高
架
化
と
近
鉄
線
移
設
の
調
査

西
大
寺
駅
高
架
化
と
近
鉄
線
移
設
の
調
査

県
４
年
度

県
４
年
度

政
策
体
系
別
の
主
要
建
設
事
業
④

政
策
体
系
別
の
主
要
建
設
事
業
④

（
４
月
２
日
⑦
面
の
続
き
）

　

▽
道
路
・
街
路
改
良
事

業
（
１
５
、
３
９
３
、
６

２
３
。債
務
負
担
行
為
６
、

４
９
７
、
０
０
０
）
＝
①

国
道
１
６
８
号
（
小
平
尾

バ
イ
パ
ス
、
王
寺
道
路
、

香
芝
王
寺
道
路
、
新
天
辻

工
区
、
阪
本
工
区
）、
国

道
１
６
９
号
（
御
所
高
取

バ
イ
パ
ス
、
高
取
バ
イ
パ

ス
）、国
道
３
０
８
号
（
宝

来
ラ
ン
プ
）、
大
阪
生
駒

線
（
辻
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
）、
枚
方
大
和
郡
山

線
、
天
理
王
寺
線
、
桜
井

吉
野
線
、
高
野
天
川
線
、

結
崎
田
原
本
線
、
赤
滝
五

條
線
、
奈
良
橿
原
線
、
西

九
条
佐
保
線
、
Ｊ
Ｒ
関
西

本
線（
高
架
化
）、
大
安
寺

柏
木
線
、
城
廻
り
線
、
元

町
畠
田
線
、
畝
傍
駅
前
通

り
線
ほ
か
②
道
路
建
設
課
。

　

▽
道
路
改
良
等
基
礎
調

査
（
３
７
９
、
０
０
０
。

債
務
負
担
行
為
７
３
、
０

０
０
）
＝
①
道
路
網
整
備

の
必
要
性
等
の
調
査
。
国

道
１
６
８
号
五
條
市
生
子

町
～
釜
窪
町
、
国
道
１
６

９
号
前
鬼
～
音
枝
間
ほ
か

②
道
路
建
設
課
。

　

▽
道
路
施
設
点
検
・
診

断
事
業
（
６
９
３
、
０
０

０
。
債
務
負
担
行
為
７
５

４
、
７
４
０
）
＝
①
効
率

的
・
効
果
的
な
補
修
・
修

繕
を
実
施
す
る
た
め
橋
り

ょ
う
・
ト
ン
ネ
ル
等
の
点

検
を
実
施
②
道
路
保
全
課
。

　

▽
道
路
施
設
老
朽
化
対

策
事
業
（
４
、
５
３
７
、

１
０
０
。
債
務
負
担
行
為

１
、
２
４
０
、
８
２
０
）

＝
①
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
く
補
修
・
修
繕
を

実
施
。
五
條
吉
野
線
柴
橋

外
１
１
１
橋
、
国
道
１
６

８
号
小
代
下
ト
ン
ネ
ル
外

４2
ト
ン
ネ
ル
、
国
道
１
６

５
号
粟
殿
歩
道
橋
外
大
型

構
造
物
26
施
設
②
道
路
保

全
課
。

　

▽
橋
り
ょ
う
耐
震
補
強

事
業
（
８
４
、
０
０
０
）

＝
①
緊
急
輸
送
道
路
の
橋

り
ょ
う
の
耐
震
対
策
を
実

施
。
国
道
１
６
８
号
大
川

橋
外
２
橋
②
道
路
保
全
課
。

　

▽
道
路
舗
装
補
修
事
業

（
１
、
０
７
２
、
７
５
１
。

債
務
負
担
行
為
１
０
２
、

７
５
０
）
＝
①
路
面
の
破

損
が
進
行
し
て
安
全
な
通

行
に
支
障
を
き
た
す
箇
所

の
対
策
を
実
施
。
国
道
１

６
８
号
外
４2
路
線
②
道
路

保
全
課
。

　

▽
道
路
施
設
管
理
事
業

（
２
、
８
５
１
、
４
８
９
）

＝
①
舗
装
道
・
道
路
構
造

物
・
交
通
安
全
施
設
等
の

維
持
工
事
、
除
草
・
道
路

清
掃
委
託
・
雪
寒
対
策
、

県
管
理
道
路
の
包
括
的
な

維
持
管
理
、
道
路
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
維
持
管
理
②

道
路
保
全
課
。

　
︻
鉄
道
整
備
︼

　

▽
大
和
西
大
寺
駅
高
架

化
・
近
鉄
奈
良
線
移
設
検

討
事
業（
７
０
、０
０
０
）

＝
①
大
和
西
大
寺
駅
高
架

化
・
近
鉄
奈
良
線
移
設
に

関
す
る
検
討
②
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
。

　

▽
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
整
備
事
業
（
９
５
、
１

５
５
）
＝
①
鉄
道
事
業
者

に
補
助
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
、
ス
ロ
ー

プ
は
近
鉄
南
生
駒
駅
、
そ

の
他
設
備
は
Ｊ
Ｒ
三
郷

駅
・
Ｊ
Ｒ
畠
田
駅
・
近
鉄

二
上
山
駅
）
②
リ
ニ
ア
推

進
・
地
域
交
通
対
策
課
。

　

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

及
び
関
西
国
際
空
港
・
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
接
続
新

幹
線
調
査
検
討
事
業
（
２

５
、
０
０
０
）
＝
①
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
想
定
ル

ー
ト
に
関
す
る
調
査
・
検

討
、「
奈
良
市
附
近
駅
」

と
関
西
国
際
空
港
を
直
結

す
る
接
続
線
に
関
す
る
調

査
・
検
討
②
リ
ニ
ア
推
進
・

地
域
交
通
対
策
課
。

健
や
か
な
﹁
都
﹂
を

つ
く
る
~
健
康
長
寿

日
本
一
を
目
標
に
︑

高
齢
者
︑
障
害
者
を

含
む
︑
誰
も
が
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
地
域

を
つ
く
る
~

　
︻
地
域
医
療
の
総
合
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
地
域
包
括

ケ
ア
の
充
実
︼

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
策
定

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
策
定

　

▽
公
立
大
学
法
人
奈
良

県
立
医
科
大
学
整
備
費
貸

付
金（
７
５
０
、０
０
０
）

＝
①
医
療
機
器
の
整
備
、

患
者
ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
整

備
、
老
朽
化
施
設
の
整
備

②
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
。

　

▽
県
立
医
科
大
学
施
設

耐
震
化
事
業
（
９
２
０
、

１
０
０
）＝
①
耐
震
設
計
・

工
事
（
応
急
補
強
）
係
る

経
費
に
対
す
る
貸
付
②
病

院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
。

　

▽
奈
良
県
立
病
院
機
構

整
備
費
貸
付
金（
６
３
５
、

０
０
０
）
＝
①
医
療
機
器

の
整
備
、
患
者
ア
メ
ニ
テ

ィ
向
上
整
備
②
病
院
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
。

　

▽
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

施
設
耐
震
化
事
業（
７
４
、

４
０
０
）
＝
①
耐
震
工
事

（
応
急
補
強
）
に
係
る
経

費
に
対
す
る
貸
付
②
病
院

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
。

　

▽
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

整
備
基
本
計
画
策
定
事
業

（
３
５
、
０
０
０
）
＝
①

新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の

基
本
計
画
策
定
に
向
け
て

奈
良
県
保
健
医
療
計
画
や

地
域
医
療
構
想
及
び
西
和

地
域
の
医
療
需
給
分
析
等

を
踏
ま
え
、
全
体
方
針
と

部
門
別
計
画
等
に
つ
い
て

検
討
。
県
立
病
院
機
構
や

関
係
者
等
と
連
携
し
て
基

本
計
画
を
策
定
②
病
院
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
課
。

　

▽
奈
良
県
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備
推

進
事
業
費
補
助
（
５
、
４

０
０
）
＝
①
奈
良
市
の
道

路
整
備
事
業
に
対
し
て
補

助
②
道
路
建
設
課
。

　

▼
小
児
医
療
施
設
設
備

整
備
補
助
事
業
（
２
８
、

６
０
０
）
＝
①
近
畿
大
学

奈
良
病
院
に
対
し
て
補
助

②
地
域
医
療
連
携
課
。

　

▽
旧
奈
良
県
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
建
物
除
却
等
整

備
事
業
（
１
、
４
７
０
、

９
０
０
）
＝
①
旧
病
院
建

物
除
却
等
の
経
費
に
対
す

る
貸
付
②
病
院
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
。

　

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
の
整
備
（
１
５
８
、

４
０
０
。
債
務
負
担
行
為

３
８
９
、
２
５
０
）
＝
①

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

整
備
す
る
社
会
福
祉
法
人

等
に
補
助
（
４3
年
度
は
整

備
３
ヵ
所
定
員
46
人
、
４

年
度
～
５
年
度
は
定
員
75

人
）、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
老
朽

化
対
策
を
実
施
す
る
社
会

福
祉
法
人
等
に
補
助
（
４

年
度
は
整
備
１
ヵ
所
定
員

20
人
、
４
年
度
～
５
年
度

は
定
員
80
人
）
②
介
護
保

険
課
。

　

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
施
設
等
整
備
促
進
事
業

（
１
、
３
０
０
、
０
０
０
）

＝
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
・
深
化
に
向

け
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
の
施
設
整
備
等
に
対
し

て
補
助
②
介
護
保
険
課
。

　

▽
高
齢
者
の
生
活
・
介

護
等
に
関
す
る
県
⺠
調
査

事
業
（
９
、
２
９
０
）
＝

①
「
奈
良
県
高
齢
者
福
祉

計
画
及
び
第
９
期
奈
良
県

介
護
保
険
事
業
支
援
計
画

（
６
年
度
～
８
年
度
）」
の

策
定
及
び
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
深
化

に
向
け
、高
齢
者
の
生
活
・

介
護
等
に
関
す
る
県
⺠
調

査
を
実
施
②
介
護
保
険
課
。

　

▽
高
齢
者
施
設
等
の
防

災
・
減
災
対
策
等
促
進
事

業
（
３
４
５
、
７
３
７
）

＝
①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
大
和
園
と
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
ま
び
こ
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
ぁ

ほ
う
む
榛
原
外
６
施
設
の

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の

整
備
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ウ
ェ
ル
ケ
ア
は
る
か

と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
平
沼

寮
の
水
害
対
策
に
伴
う
改

修
、
新
規
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
リ
・
タ
ー
ン
の
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
の
整
備
及

び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

郁
慈
苑
と
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
グ
レ
ー
ス
の
里
の

給
水
設
備
の
整
備
に
対
し

て
補
助
②
介
護
保
険
課
。

　
︻
福
祉
の
充
実
︼

　

▼
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
魅
力
向
上
事
業
（
１

１
、
２
９
５
）
＝
①
非
常

放
送
設
備
の
老
朽
化
に
伴

う
機
器
更
新
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
工
事
に
係
る
設

計
、
利
便
性
向
上
の
た
め

の
駐
車
場
整
備
②
地
域
福

祉
課
。

　

▽
障
害
者
福
祉
施
設
整

備
補
助
事
業
（
４
６
、
１

７
４
）
＝
①
障
害
者
支
援

施
設
等
の
整
備
に
対
し
て

補
助
。
創
設
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ

バ
テ
ィ
ー
ほ
っ
か
つ
（
定

員
20
人
）、
大
規
模
修
繕

は
三
寿
福
祉
会
（
定
員
60

人
）
②
障
害
福
祉
課
。

　

▽
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
等
整
備
補
助
事
業

（
８
７
、
６
８
０
）
＝
①

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
の
整
備
に
対
し
て
補

助
。
桜
井
市
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
（
定
員
５
人
）、

奈
良
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
（
定
員
10
人
）
が
創
設

②
障
害
福
祉
課
。

　

▽
県
立
障
害
福
祉
施
設

建
替
整
備
事
業（
４
１
０
、

２
７
８
）
＝
①
藤
の
木
学

園
の
建
替
整
備
で
指
導
訓

練
棟
・
管
理
棟
等
建
築
工

事
、
備
品
設
置
、
第
３
工

区
造
成
設
計
②
障
害
福
祉

課
。

　
︻
だ
れ
で
も
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
き

る
環
境
づ
く
り
︼

　

▽
奈
良
県
国
⺠
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
開
催
準
備
事
業

（
３
、
６
５
５
）
＝
①
開

催
に
向
け
て
準
備
委
員
会

を
運
営
し
、
大
会
準
備
を

推
進
②
国
⺠
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
準
備
室
。

　

▽
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設

整
備
推
進
事
業
（
７
３
、

１
０
０
）
＝
①
国
⺠
ス
ポ

ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
そ
の
先

の
将
来
を
見
据
え
て
大
会

主
会
場
等
と
な
り
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
及
び
地
域
振
興

の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整

備
を
推
進
（
実
施
計
画
等

の
策
定
、
測
量
・
調
査
）

②
国
⺠
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
準
備
室
。

　

▽
橿
原
公
苑
整
備
事
業

（
２
５
、
１
６
４
。
債
務

負
担
行
為
６
１
、３
５
２
）

＝
①
陸
上
競
技
場
に
お
け

る
冬
芝
の
育
成
、
第
一
体

育
館
外
壁
修
繕
工
事
ほ
か

②
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
。

　

▽
明
日
香
庭
球
場
整
備

事
業
（
３
５
、
０
４
８
）

＝
①
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工

芝
の
改
修
等
②
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
。

　

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

策
定
事
業（
９
、０
０
０
）

＝
①
「
奈
良
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
」
を
改
定
。
計

画
期
間
５
年
度
～
９
年
度

②
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
。

　

▽
ま
ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー

ク
機
能
強
化
検
討
事
業

（
６
２
、
６
４
４
。
債
務

負
担
行
為
９
、
５
０
０
）

＝
①
４
年
度
は
⺠
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
整

備
・
管
理
運
営
手
法
の
導

入
に
向
け
た
手
続
き
の
推

県
立
大
学
教
育
研
究
棟
建
築
設
計

県
立
大
学
教
育
研
究
棟
建
築
設
計

進
等
②
公
園
緑
地
課
。

智
恵
の
﹁
都
﹂
を
つ

く
る
~
す
べ
て
の
県

民
が
生
涯
良
く
学
び

続
け
ら
れ
︑
奈
良
の

歴
史
文
化
に
親
し
め

る
地
域
の
つ
く
る
~

　
︻
教
育
の
振
興
︼

　

▽
県
立
学
校
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
（
１

３
、
６
０
０
）
＝
①
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
を
進

め
る
た
め
高
速
大
容
量
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
校
舎

改
修
等
が
完
了
し
た
学
校

に
整
備
②
教
育
研
究
所
。

　

▽
県
立
高
等
学
校
適
正

化
推
進
事
業
（
１
７
６
、

２
４
６
）
＝
①
奈
良
南
高

校
校
舎
等
改
修
工
事
な
ど

②
高
校
の
特
色
づ
く
り
推

進
課
。

　

▽
高
等
学
校
耐
震
化
等

整
備
事
業
（
７
２
９
、
７

８
１
）
＝
①
令
和
４
年
度

ま
で
に
県
立
高
等
学
校
の

耐
震
化
を
完
了
さ
せ
る
と

と
も
に
耐
震
化
完
了
ま
で

の
間
の
耐
震
化
未
了
の
校

舎
等
の
安
全
確
保
措
置
を

実
施
。
耐
震
補
強
が
困
難

な
校
舎
等
の
改
築
（
大
宇

陀
高
校
）、
耐
震
化
完
了

ま
で
の
安
全
確
保
措
置
と

し
て
の
仮
設
校
舎
等
の
使

用
（
大
宇
陀
高
校
）
②
学

校
支
援
課
。

　

▼
県
立
学
校
長
寿
命
化

整
備
事
業
（
５
９
、
８
５

７
）
＝
①
令
和
２
年
度
策

定
の
長
寿
命
化
整
備
計
画

に
基
づ
い
て
県
立
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
整
備
を
実

施
す
る
た
め
の
長
寿
命
化

整
備
に
向
け
た
老
朽
箇
所

調
査
等
（
国
際
高
校
、
郡

山
高
校
、
添
上
高
校
、
畝

傍
高
校
、
十
津
川
高
校
、

西
和
養
護
学
校
）、
県
立

学
校
施
設
の
機
能
向
上
整

備
（
特
別
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
）
②
学
校
支

援
課
。

　

▽
県
立
学
校
そ
の
他
整

備
事
業
（
８
５
５
、
１
１

１
。
債
務
負
担
行
為
２
８

１
、
９
４
６
）
＝
①
高
等

学
校
・
特
別
支
援
学
校
の

そ
の
他
整
備
を
実
施
（
十

津
川
高
校
屋
上
防
水
改
修

工
事
、
奈
良
養
護
学
校
給

水
設
備
改
修
工
事
、
二
階

堂
養
護
学
校
空
調
設
備
設

置
工
事
ほ
か
）
②
学
校
支

援
課
。

　

▽
県
立
大
学
整
備
事
業

（
１
１
４
、
３
０
０
。
債

務
負
担
行
為
１
５
６
、
６

０
０
）
＝
①
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
建
築
工
事
、（
仮
称
）

教
育
研
究
棟
建
築
工
事
基

本
・
実
施
設
計
②
教
育
振

興
課
。

　

▽
県
立
大
学
工
学
系
第

２
学
部
整
備
推
進
事
業

（
２
７
、
９
７
４
。
債
務

負
担
行
為
１
８
、０
０
０
）

＝
①
大
和
平
野
中
央
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
県
立
大
学
を

核
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
産
業
の

活
性
化
）」
に
係
る
工
学

系
第
２
学
部
開
設
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
と
し
て

３
年
度
～
４
年
度
に
県
立

大
学
工
学
系
第
２
学
部
に

係
る
基
本
構
想
の
策
定
、

新
規
に
県
立
大
学
工
学
系

第
２
学
部
に
係
る
基
本
計

画
の
策
定
を
４
年
度
～
５

年
度
に
②
教
育
振
興
課
。

（
つ
づ
く
）

県
立
大
学
工
学
系
第
２
学
部
基
本
計
画

県
立
大
学
工
学
系
第
２
学
部
基
本
計
画

ー
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
用
作
業
室
、
３
階
に
会

議
室
等
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
最
終
的
な
部
屋
の
配

置
等
は
設
計
の
段
階
に
お

い
て
、
様
々
な
検
討
を
行

施
設
計
を
行
う
段
階
で
今

回
算
出
し
た
再
整
備
に
係

る
費
用
を
で
き
る
だ
け
抑

あ
る
市
⺠
安
全
課
と
と
も

に
設
計
段
階
に
お
い
て
福

祉
避
難
所
と
し
て
の
再
整

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
規
模
が

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （２）2022年（令和４年）４月５日（火）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



大
和
リ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
で

大
和
リ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
で

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
事
業
者

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
事
業
者

大和高田市

　

大
和
郡
山
市
は
「
大
和

郡
山
市
福
祉
ゾ
ー
ン
再
整

災
害
時
に
事
業
継
続
で
き
る
体
制
構
築

災
害
時
に
事
業
継
続
で
き
る
体
制
構
築

大
和
郡
山
市

旧保健所跡地に再整備建築物を旧保健所跡地に再整備建築物を
福祉ゾーン再整備基本計画福祉ゾーン再整備基本計画

昭
和
工
業
団
地
地
区
ま
ち
づ
く
り

昭
和
工
業
団
地
地
区
ま
ち
づ
く
り

県と大和郡山市

駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
機
能
向
上

駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
機
能
向
上

最
適
案
の
工
期
は
約

最
適
案
の
工
期
は
約
1818
ヵ
月
ヵ
月

備
基
本
計
画
」
を
公
表
し

た
。
同
計
画
は
老
朽
化
し

耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
会
館
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
福
祉
政
策
と

し
て
の
必
要
性
や
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
整
備
・

更
新
の
考
え
方
等
を
踏
ま

え
検
討
し
た
上
で
、
福
祉

ゾ
ー
ン
の
再
整
備
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
を
目
的
に

策
定
し
た
も
の
。

　

再
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
こ
れ
か
ら
の
大
和
郡
山

市
に
ふ
さ
わ
し
い
福
祉
の

拠
点
と
し
て
」
と
「
ま
ち

づ
く
り
へ
の
貢
献
」
の
２

点
。
既
存
施
設
に
再
整
備

に
つ
い
て
は
「
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
施
設
再
整

備
」、「
広
く
市
⺠
を
受
け

入
れ
、
福
祉
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
」、「
新

た
な
福
祉
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
施
設
」
の
３
点
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
。
施

設
再
整
備
に
て
、
個
別
に

既
存
施
設
の
再
整
備
を
検

討
す
る
の
で
は
な
く
、
福

祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
必
要
な

機
能
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
既
存
施
設
の
再
整
備

を
行
っ
て
い
く
方
針
。

　

審
議
会
で
は
Ａ
～
Ｄ
の

４
つ
の
再
整
備
計
画
案

（
機
能
構
成
・
規
模
・
ゾ

ー
ニ
ン
グ
）
を
比
較
検
討

し
て
お
り
、
長
所
が
最
も

多
く
利
用
停
止
期
間
が
発

生
し
な
い
Ａ
案
を
最
適
案

と
し
た
。
Ａ
案
は
再
整
備

す
る
施
設
を
旧
保
健
所
跡

地
に
ま
と
め
て
新
築
す
る

案
で
、
社
会
福
祉
会
館
の

敷
地
を
再
整
備
す
る
施
設

の
利
用
者
駐
車
場
と
し
て

整
備
。
参
考
資
料
と
し
て

作
成
し
た
部
屋
の
配
置
等

で
は
、
１
階
に
事
務
室
や

面
談
室
を
設
け
２
階
部
分

に
３
０
０
平
方
㍍
程
の
ホ

ー
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
用
作
業
室
、
３
階
に
会

議
室
等
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
最
終
的
な
部
屋
の
配

置
等
は
設
計
の
段
階
に
お

い
て
、
様
々
な
検
討
を
行

っ
た
上
で
決
定
す
る
。
Ａ

案
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
で

は
再
整
備
に
要
す
る
期
間

は
32
ヵ
月
間
で
、
再
整
備

建
築
物
建
設
工
事
期
間
は

18
ヵ
月
。

　

再
整
備
の
今
後
の
課
題

と
し
て
、
基
本
設
計
や
実

施
設
計
を
行
う
段
階
で
今

回
算
出
し
た
再
整
備
に
係

る
費
用
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
為
の
具
体
的
な
検
討

の
ほ
か
、
防
災
担
当
課
で

あ
る
市
⺠
安
全
課
と
と
も

に
設
計
段
階
に
お
い
て
福

祉
避
難
所
と
し
て
の
再
整

備
建
築
物
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
規
模
が

比
較
的
小
さ
い
こ
と
や
⺠

間
事
業
者
が
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
範
囲
が
少
な

く
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
官
⺠
連

携
手
法
の
採
用
は
難
し
い

こ
と
か
ら
従
来
型
の
進
め

方
で
は
な
い
設
計
段
階
以

降
の
進
め
方
に
つ
い
て
も

十
分
な
検
討
を
行
っ
て
い

く
方
針
。

　

奈
良
県
と
大
和
郡
山
市
は

「
昭
和
工
業
団
地
地
区
」
の

ま
ち
づ
く
り
に
係
る
取
組

に
関
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

同
基
本
計
画
は
、
昭
和

工
業
団
地
地
区
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
事
業
に
つ

い
て
事
業
名
や
事
業
内
容
、

事
業
主
体
、
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
事
業
効
果
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
基
本
構
想
で
掲
げ

る
方
針
ご
と
に
事
業
を
整

理
し
、
地
域
住
⺠
や
昭
和

工
業
団
地
協
議
会
、
大
和

郡
山
市
、
県
が
連
携
し
て

各
種
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
目
的
。

　

基
本
計
画
の
対
象
で
あ

る
昭
和
工
業
団
地
は
、
市

の
西
南
部
に
位
置
し
北
は

国
道
25
号
、
東
は
近
畿
日

本
鉄
道
橿
原
線
、
西
は
地

区
を
南
北
に
貫
通
す
る
大

和
中
央
道
、
南
は
南
西
に

流
れ
る
大
和
川
水
系
佐
保

川
に
囲
ま
れ
る
平
坦
地
に

位
置
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
、

活
き
活
き
と
働
け
る
環
境

づ
く
り
」
と
し
、
３
つ
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
（
①
企

業
力
の
強
化
②
働
き
方
の

改
善
③
働
く
環
境
の
向
上
）

を
設
定
。
主
な
事
業
内
容

は
次
の
通
り
。

　

▼
工
業
団
地
に
企
業
誘

致
す
る
支
援
策
の
展
開
＝

県
が
行
う
製
造
業
等
を
対

象
と
し
た
立
地
に
対
す
る

補
助
金
や
地
域
未
来
投
資

促
進
法
に
基
づ
く
融
資
、

税
制
優
遇
等
企
業
へ
の
優

遇
措
置
を
紹
介
し
、
制
度

活
用
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

企
業
立
地
を
促
進
す
る
。

　

▼
災
害
時
に
事
業
継
続

で
き
る
自
助
・
共
助
の
体

制
構
築
＝
地
震
や
洪
水
等

の
災
害
時
に
、
従
業
員
や

地
域
経
済
へ
の
影
響
を
軽

減
す
る
為
、
事
業
継
続
計

画
や
事
業
継
続
力
強
化
計
画

（
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
）
の
策
定
を
支
援
す
る

説
明
資
料
の
作
成
・
配
布

や
学
習
会
等
を
行
い
、
事

前
対
策
に
よ
る
自
助
の
取

組
を
進
め
る
。
ま
た
、
市

や
商
工
会
、
昭
和
工
業
団

地
協
議
会
が
連
携
し
合
同

防
災
訓
練
の
実
施
や
共
同

備
蓄
、
連
携
事
業
継
続
力

強
化
計
画
の
策
定
等
共
助

の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

▼
工
業
団
地
及
び
周
辺

地
区
に
お
け
る
子
育
て
支

援
機
能
の
充
実
＝
子
育
て

世
代
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
形
成
や
若
年
層
が
将

来
を
安
心
し
て
就
業
で
き

る
環
境
形
成
を
目
指
し
、

工
業
団
地
内
及
び
周
辺
の

子
育
て
施
設
に
つ
い
て
工
業

団
地
内
従
業
員
に
対
し
て

施
設
案
内
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
等
の
情
報
発
信
を
行
う
。

　

▼
案
内
看
板
の
設
置
と
、

関
係
機
関
が
連
携
し
た
交

通
安
全
対
策
の
実
施
＝
県

下
最
大
の
工
業
団
地
で
あ

り
、
面
積
が
広
大
で
あ
る

こ
と
か
ら
外
部
向
け
に
工

業
団
地
の
範
囲
や
工
業
団

地
内
で
の
位
置
等
を
知
ら

せ
る
為
の
工
業
団
地
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
入
れ
た
案
内
看

板
を
設
置
す
る
。

　

▼
街
灯
な
ど
に
よ
る
通

勤
路
の
防
犯
、
通
行
安
全

の
確
保
＝
通
勤
に
お
け
る

安
全
安
心
を
確
保
す
る
為
、

鉄
道
駅
等
へ
の
通
勤
経
路
の

街
灯
（
防
犯
灯
）
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
て
安
全
確
保

と
維
持
管
理
の
効
率
化
を

図
る
。

　

▼
協
働
に
よ
る
道
路
の

適
切
な
維
持
管
理
＝
連
絡

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で

昭
和
工
業
団
地
協
議
会
や

道
路
管
理
者
へ
の
迅
速
な

連
絡
を
行
い
、
適
切
な
維

持
管
理
を
図
る
。

　

▼
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

機
能
の
向
上
に
向
け
た
検

討
＝
昭
和
工
業
団
地
は
、

周
辺
に
３
つ
の
鉄
道
駅
が

立
地
す
る
環
境
に
あ
り
、

駅
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
企
業
も
見
ら
れ

る
。
そ
の
為
、
駅
か
ら
の

二
次
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
各
企
業
に
お
け

る
取
組
状
況
を
把
握
し
、

企
業
間
の
連
携
検
討
や
新

た
な
移
動
手
段
の
検
討
等

を
行
う
。

　

▼
大
和
中
央
道
の
美
観

維
持
活
動
の
促
進
＝
工
業

団
地
の
シ
ン
ボ
ル
道
路
の
環

境
形
成
を
図
る
為
、
大
和

中
央
道
大
和
ま
ほ
ろ
ば
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
中
央
分
離
帯
に
つ
い

て
、
大
和
郡
山
市
や
周
辺

地
域
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の

美
観
の
維
持
向
上
に
継
続

し
て
努
め
る
。

　

大
和
高
田
市
は
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
大
和

高
田
市
旧
庁
舎
跡
地
活
用

事
業
」
に
て
大
和
リ
ー
ス

グ
ル
ー
プ
を
審
査
し
、
優

先
交
渉
権
者
に
選
定
し
た
。

　

同
市
で
は
、
市
内
に
お

け
る
持
続
的
発
展
や
活
性

化
を
企
図
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
為
、
奈
良

県
と
包
括
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
包
括
協
定
は
、

市
内
４
地
区
を
対
象
と
し

て
い
る
が
こ
の
う
ち
「
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺
地
区
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

３
月
に
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
シ
ビ

ッ
ク
コ
ア
周
辺
地
区
内
で

は
、
市
庁
舎
を
移
転
整
備

し
新
庁
舎
が
令
和
３
年
７

月
に
開
庁
し
た
。

　

新
庁
舎
及
び
旧
庁
舎
周

辺
に
は
、
国
・
県
・
市
等

の
行
政
・
文
化
施
設
等
が

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
で
は
将
来
的
に
こ
れ

ら
の
公
共
施
設
を
集
約
化

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
よ
る
利
便

性
・
効
率
性
の
改
善
を
図

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　

旧
庁
舎
解
体
・
撤
去
後

の
跡
地
は
、
約
９
４
０
０

平
方
㍍
を
有
し
将
来
的
な

公
共
施
設
の
集
約
化
に
あ

た
っ
て
の
重
要
な
事
業
用

地
と
な
る
が
、
集
約
化
に

は
15
年
程
度
の
期
間
を
要

す
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
跡

地
は
将
来
的
な
公
共
施
設

の
集
約
化
が
行
わ
れ
る
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
暫

定
的
に
旧
庁
舎
跡
地
を
有

効
利
用
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、同
事
業
で
は
、

⺠
間
事
業
者
の
技
術
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用
し
て

施
設
の
整
備
等
を
委
ね
る

こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
や
事
業
費
の
縮
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

事
業
の
対
象
と
な
る
旧

庁
舎
跡
地
は
大
字
中
17
番

地
１
、
19
番
地
１
、
19
番

地
10
、
１
０
０
番
地
１
、

１
３
３
番
地
１
、
１
３
３

番
地
２
に
位
置
し
敷
地
面

積
９
４
２
７
・
16
平
方
㍍
。

跡
地
は
Ａ
～
Ｃ
の
３
つ
の

区
域
に
分
か
れ
て
い
る
。

事
業
期
間
は
20
年
３
月
31

日
と
し
、
施
設
整
備
は
５

年
３
月
ま
で
、
公
共
施
設

の
賃
貸
借
期
間
は
５
年
４

月
～
20
年
3
月
の
15
年
間

を
予
定
し
て
い
る
。
施
設

の
年
間
賃
料
の
上
限
は
１

９
２
２
万
８
０
０
０
円

込
。
担
当
は
総
務
課
（
電

話
０
７
４
５
―
２
２
―
１

１
０
１
）。

　

主
な
業
務
内
容
は
公
共

施
設
の
施
設
整
備
業
務

（
①
事
前
調
査
業
務
②
各

種
申
請
等
業
務
③
設
計
業

務
④
建
設
業
務
⑤
工
事
監

理
業
務
⑥
引
渡
し
業
務
⑦

法
定
点
検
業
務
）、
施
設

の
整
備
・
維
持
管
理
・
運

営
業
務
。

　

公
共
施
設
の
施
設
整
備

業
務
で
の
要
求
水
準
書
で

は
、
区
域
Ｂ
は
側
境
界
線

か
ら
11
㍍
程
度
の
範
囲
内

を
高
田
消
防
署
が
使
用
す

る
為
、
施
設
の
配
置
は
不

可
。な
お
、高
田
消
防
署
利

用
範
囲
の
境
界
に
つ
い
て

は
事
業
者
の
提
案
内
容
を

踏
ま
え
て
、
事
業
実
施
後

に
詳
細
を
決
定
す
る
予
定
。

　

整
備
す
る
駐
車
場
と
駐

輪
場
は
来
庁
者
用
駐
車

場
・
公
用
車
用
駐
車
場
・

市
職
員
駐
輪
場
で
、
来
庁

者
駐
車
場
は
乗
用
車
の
駐

車
マ
ス
を
30
台
整
備
し
、

来
庁
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
て
区
域
Ａ
の
う
ち
市
庁

舎
に
近
い
場
所
に
配
置
す

る
。
来
庁
者
用
駐
車
場
の

地
下
に
は
市
が
別
途
雨
水

貯
留
施
設
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
為
、
整
備
が
完

了
す
る
ま
で
は
青
空
駐
車

場
と
し
、
雨
水
貯
留
施
設

の
整
備
完
了
後
に
舗
装
等

を
実
施
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
交
流

広
場
を
整
備
し
賑
わ
い
や

交
流
を
創
出
す
る
場
と
し

て
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
、
休
憩
等
で
利
用
す
る

広
場 

と
す
る
。
面
積
や

舗
装
方
法
、
ベ
ン
チ
・
照

明
等
の
付
属
施
設
は
事
業

者
の
提
案
と
し
、
市
は
１

０
０
０
平
方
㍍
程
度
を
想

定
。
倉
庫
は
区
域
Ａ
・
Ｂ

を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
、
倉

庫
Ａ
は
２
階
建
延
べ
床
面

積
２
２
０
平
方
㍍
程
度
で

２
階
部
分
は
市
が
会
議
室

と
し
て
利
用
。
倉
庫
Ｂ
は

各
種
物
品
及
び
資
機
材
の

保
管
に
は
１
７
０
平
方
㍍

程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
。
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五 條 支 店

和歌山県知事許可（般―２9）第１２４８３号

㍿江頭塗装工業
㍿エガシラ塗装

左官工事一式
Ａ・Ｓ・Ｋグループ事業内容
・左官工事 ・ブロック工事
・外構工事 ・各リフォーム工事

奈良県知事許可（般－30）第１５６２８号 辻本鉄筋工業

橿 原 市 石 川 町 ４ ８ ８ － １
ＴＥＬ（０７４４）㉗６７１９
磯城郡田原本町味間７０－８
ＴＥＬ（０７４４）３０３１
ＦＡＸ（０７４４）８５２１

加工場

日鉄神鋼建材㈱

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
2４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
30
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
奈
良
名

張
線
法
面
復
旧
工
事
（
緊

急
自
然
災
害
防
止
事
業

（
法
面
）
他
）
１
４
０
︱

１
他
号（
奈
良
市
沓
掛
町
）

＝
①
島
井
組
プ
ラ
ン
ト
②

９
９
８
万
４
０
０
０
円

（
比
１
１
４
６
万
６
０
０

０
円
）。

　
　
（
３
月
2４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
４
月
１
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
３
６
９
号

植
栽
工
事
（
花
い
っ
ぱ
い

推
進
事
業
（
大
宮
通
り
）

他
）１
１
９
︱
１
他
号（
奈

良
市
大
宮
町
７
丁
目
他
）

＝
①
野
島
造
園
土
木
②
９

６
０
万
７
０
０
０
円
（
比

１
１
０
９
万
１
０
０
０

円
）。

　

▼
一
般
国
道
３
６
９
号

他
植
栽
工
事
（
花
い
っ
ぱ

い
推
進
事
業（
大
宮
通
り
）

他
）１
１
９
︱
２
他
号（
奈

良
市
三
条
大
路
１
丁
目

他
）
＝
①
三
晟
建
設
②
１

０
２
３
万
８
０
０
０
円

（
比
１
１
８
１
万
円
）
③

中
南
組
、ヒ
ロ
タ
旭
翠
園
、

野
島
造
園
土
木
、
大
和
日

昇
建
設
、奥
田
石
材
工
業
、

島
石
園
、
岡
﨑
組
、
山
秋

庭
苑
、
栄
山
、
坂
内
造
園

土
木
、
堀
内
生
好
園
、
西

谷
建
設
、
乾
福
美
園
、
花

佐
造
園
、翠
芳
園
、緑
樹
、

植
丈
造
園
、
三
和
、
福
井

造
園
、
堀
口
重
機
建
設
、

中
造
園
、
名
村
造
園
、
川

西
造
園
土
木
、
吉
田
組
、

大
和
菊
花
園
、誠
光
建
設
、

グ
リ
ー
ン
・
ウ
ッ
ズ
、
哲

組
、
新
井
造
園
土
木
（
失

格
）、彌
生
造
園（
辞
退
）、

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ
（
失
格
）
④
８

月
31
日
。

県
流
域
下
水
道

セ
ン
タ
ー

　
　
（
３
月
15
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
23
日
契

約
）

　

▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
滅
菌

棟
消
毒
設
備
更
新
（
電
気

設
備
）
工
事
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
）
Ｒ
３
浄

化
第
５
２
７
号
（
川
西
町

下
永
他
）
＝
①
明
電
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
評
価
値

1４
・
６
７
０
）
②
７
０
５

０
万
円
（
比
７
２
６
８
万

８
０
０
０
円
）
③
明
電
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
み
④

次
亜
塩
注
入
ポ
ン
プ
操
作

盤
（
Ｌ
Ｃ
Ｂ
―
６
１
１
）

１
面
、
次
亜
塩
受
入
操
作

盤
（
Ｌ
Ｃ
Ｂ
―
６
１
２
）

１
面
、
塩
素
混
和
池
次
亜

塩
素
酸
ソ
ー
ダ
注
入
量
計

１
組
、
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー

ダ
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
計
４

組
。
設
計
は
日
建
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担
当
。

工
期
５
年
３
月
28
日
。

　

▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
滅
菌

棟
消
毒
設
備
更
新
（
機
械

設
備
）
工
事
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
）
Ｒ
３
浄

化
第
５
３
５
号
（
川
西
町

下
永
）
＝
①
近
畿
環
境
サ

ー
ビ
ス
（
評
価
値
12
・
３

４
３
）
②
８
１
５
０
万
円

（
比
８
３
１
６
万
６
０
０

０
円
）
③
近
畿
環
境
サ
ー

ビ
ス
の
み
④
次
亜
塩
素
酸

ソ
ー
ダ
貯
留
タ
ン
ク
４

基
、
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ

注
入
ポ
ン
プ
２
台
。設
計
・

工
期
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
門
ダ
ム
水
質
調
査

業
務
（
河
川
（
ダ
ム
）
維

持
修
繕
費
）
第
Ｋ
Ｄ
︱
１

︱
委
︱
２
号
＝
①
奈
良
環

境
調
和
研
究
所
②
２
２
２

万
６
０
０
０
円
③
総
合
環

境
計
画
、
野
村
興
産
ヤ
マ

ト
環
境
セ
ン
タ
ー
（
未
受

領
）。

　
　
（
３
月
29
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
郡
山
土
木
事
務
所
管

内
道
路
施
設
等
維
持
修
繕

委
託
業
務
（
道
路
施
設
等

維
持
修
繕
費
）
第
２
０
１

︱
委
︱
１
号
＝
①
奈
良
県

緑
化
土
木
協
同
組
合
②
１

０
７
７
万
円
③
奈
良
県
環

境
緑
化
協
同
組
合
、
西
谷

建
設
、花
佐
造
園（
無
効
）、

ワ
イ
・
ビ
ー
建
設（
辞
退
）、

中
造
園
（
辞
退
）。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
ト
ン
ネ
ル
受
電
設
備

保
安
管
理
業
務
委
託
（
道

路
管
理
事
業（
委
託
分
））

＝
①
関
西
電
気
保
安
協
会

②
１
９
３
万
８
０
０
円
③

関
西
電
気
保
安
協
会
の
み
。

県
五
條
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
29
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
８
号

交
通
誘
導
業
務
委
託
（
道

路
施
設
維
持
修
繕
費
）
７

０
１
︱
委
１
号
＝
①
デ
ネ

ブ
②
５
０
６
万
６
０
０
０

円
③
ワ
ー
ル
ド
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ー

ウ
ィ
ン
ズ
、文
政（
辞
退
）。

　

▼
一
般
国
道
１
６
８
号

他
交
通
誘
導
業
務
委
託

（
道
路
施
設
維
持
修
繕
費
）

７
０
１
︱
委
２
号
＝
①
ケ

ー
ウ
ィ
ン
ズ
②
４
６
０
万

８
０
０
０
円
③
デ
ネ
ブ
、

ワ
ー
ル
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ス
モ
ス

警
備
保
障
。

県
警
察
本
部

　
　
（
３
月
30
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
交
通
管
制
中
央
装
置

等
保
守
点
検
委
託
＝
①
オ

ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
②
４
５
５

０
万
円
③
オ
ム
ロ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
み
。

県
環
境
政
策
課

　
　
（
３
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
奈
良
県
大
気
汚
染
測

定
局
保
守
管
理
委
託
業
務

＝
①
デ
イ
ケ
イ
ケ
イ
サ
ー

ビ
ス
関
西
②
８
０
３
万
円

③
環
境
計
測
（
第
２
回
辞

退
）。

　

▼
奈
良
県
大
気
汚
染
測

定
局
定
期
点
検
委
託
業
務

（
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー

（
株
）
製
機
器
）
＝
①
デ

イ
ケ
イ
ケ
イ
サ
ー
ビ
ス
関

西
②
５
５
９
万
円
③
環
境

計
測
。

県
立
高
田
高
等

学
校

　
　
（
３
月
23
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
奈
良
県
立
高
田
高
等

学
校
業
務
員
業
務
委
託
＝

再
度
（
２
回
目
）
の
入
札

に
お
い
て
も
落
札
者
が
い

な
い
た
め
不
調
と
し
、
最

低
札
の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
と
不
落
随

契
の
予
定
。

県
水
資
源
政
策

課
　
　
（
３
月
29
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
４
年
度
公
共
用

水
域
の
水
質
常
時
監
視
等

に
係
る
採
水
及
び
分
析
等

委
託
業
務
＝
①
ケ
イ
・
エ

ス
分
析
セ
ン
タ
ー
②
５
０

６
万
２
９
２
０
円
③
ケ

イ
・
エ
ス
分
析
セ
ン
タ
ー

の
み
。

　

▼
令
和
４
年
度
大
和
川

き
れ
い
化
強
化
事
業
に
係

る
分
析
等
委
託
業
務
＝
①

ケ
イ
・
エ
ス
分
析
セ
ン
タ

ー
②
１
０
０
万
６
４
０
０

円
③
奈
良
環
境
調
和
研
究

所
。県

消
防
救
急
課

　
　
（
３
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
消
防
救
急
課
（
防
災

航
空
隊
）
航
空
気
象
情
報

提
供
委
託
業
務
＝
①
ウ
ェ

ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
②
１
７
０

万
１
０
０
０
円
③
ウ
ェ
ザ

ー
ニ
ュ
ー
ズ
の
み
。

県
西
和
医
療
セ

ン
タ
ー

　
　
（
３
月
17
日
・
一
般

競
争
入
札
）

▼
地
方
独
立
行
政
法
人

奈
良
県
立
病
院
機
構
奈
良

県
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
感

染
性
廃
棄
物
処
理
業
務
委

託
（
三
郷
町
三
室
１
丁
目

1４
番
16
号
︿
県
西
和
医
療

セ
ン
タ
ー
﹀）
＝
①
武
田

環
境
②
２
０
６
７
万
２
０

０
０
円
（
比
２
３
９
７
万

４
２
８
０
円
）
③
馬
本
賢

商
店
、
イ
ン
テ
ッ
ク
、
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
︐
エ
コ
テ
ッ
ク

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
④
県

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

排
出
さ
れ
る
感
染
性
廃
棄

物
（
特
別
管
理
一
般
廃
棄

物
及
び
特
別
管
理
産
業
廃

棄
物
の
う
ち
、
感
染
性
医

療
廃
棄
物
）
を
セ
ン
タ
ー

か
ら
中
間
処
理
場
へ
運
搬

し
、
焼
却
処
理
し
て
残
渣

物
を
最
終
処
分
地
に
処
分

す
る
業
務
。
委
託
期
間
６

年
３
月
31
日
。

三
郷
町

　
　
（
３
月
28
日
・
指
名

競
争
入
札
）

▼
令
和
４
年
度
ご
み
及
び

灰
ク
レ
ー
ン
保
守
点
検
業

務
（
三
郷
町
清
掃
セ
ン
タ

ー
内
）
＝
①
島
井
組
プ
ラ

ン
ト
②
１
１
０
万
円
（
比

１
２
０
万
円
）
③
カ
メ
カ

ワ
、
近
畿
工
業
、
伸
和
工

作
所
、
洋
構
社
。

　

▼
令
和
４
年
度
計
装
機

器
・
低
圧
電
気
設
備
保
守

点
検
（
信
貴
ケ
丘
浄
水
場

他
、
水
道
施
設
）
＝
①
吉

田
機
電
②
２
８
１
万
円

（
比
２
９
８
万
円
）
③
ウ

ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
、光
伸
、

清
水
鐵
工
所
、
水
処
理
管

理
セ
ン
タ
ー
（
辞
退
）。

　

▼
令
和
４
年
度
三
郷
町

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
及

び
城
山
台
ポ
ン
プ
場
等
維

持
管
理
業
務
（
立
野
北
１

丁
目
他
）
＝
①
浅
野
ア
タ

カ
②
３
６
６
万
円
（
比
４

４
９
万
円
）
③
ウ
ォ
ー
タ

ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
カ

ン
キ
ョ
ウ
、
環
境
衛
生
水

処
理
セ
ン
タ
ー
、
日
本
メ

ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ

ン
グ
（
辞
退
）。

　

▼
令
和
４
年
度
三
郷
町

清
掃
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス
分

析
計
機
器
保
守
点
検
及
び

整
備
業
務
（
三
郷
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
）
＝
①
中
外
テ

ク
ノ
ス
②
１
６
５
万
円

（
比
１
７
５
万
７
７
０
０

円
）
③
三
広
工
業
、
ザ
・

モ
ー
ト
ル
ポ
ン
プ
、
伸
和

工
作
所
、
洋
構
社
。

　

▼
令
和
４
年
度
三
郷
町

配
水
管
設
計
業
務（
単
価
）

委
託
協
定
（
町
全
域
）
＝

①
セ
イ
ワ
コ
ン
サ
ル
②
４

３
６
０
円
（
比
４
７
２
０

円
）
③
國
年
上
下
水
道
設

計
、
西
日
本
設
計
、
日
本

水
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

不
二
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
。

　

▼
令
和
４
年
度
三
郷
町

役
場
庁
舎
清
掃
業
務
（
町

役
場
）
＝
①
ホ
ー
プ
②
２

７
８
万
４
０
０
０
円
（
比

４
０
１
万
２
０
０
０
円
）

③
シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
天

理
建
物
管
理
、
奈
良
ビ
ケ

ン
、
み
さ
と
。

　

▼
令
和
４
年
度
三
郷
町

立
野
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

維
持
管
理
業
務
（
立
野
南

３
丁
目
）
＝
①
浅
野
ア
タ

カ
②
４
２
０
万
円
（
比
４

７
１
万
円
）
③
ウ
ォ
ー
タ

ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
カ

ン
キ
ョ
ウ
、
環
境
衛
生
水

処
理
セ
ン
タ
ー
、
日
本
メ

ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ

ン
グ
（
辞
退
）。

　

▼
令
和
４
年
度
図
書
館

施
設
環
境
衛
生
管
理
業
務

（
勢
野
西
１
丁
目
）
＝
①

シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
②
１
１

２
万
円
（
比
１
１
３
万
６

２
５
８
円
）
③
大
都
美
装

興
業
、
奈
良
ビ
ケ
ン
、
南

都
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
辞

退
）、
ホ
ー
プ
。

　

▼
令
和
４
年
度
図
書
館

清
掃
業
務
（
前
同
）
＝
①

み
さ
と
②
９
１
０
万
円

（
比
９
７
６
万
６
０
０
０

円
）③
シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、

天
理
建
物
管
理
、
奈
良
ビ

ケ
ン
、
ホ
ー
プ
。

凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）
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至奈良至奈良 至
名
古
屋

至
名
古
屋

至
大
阪

至
大
阪

西名阪自動車道西名阪自動車道

郡山ＩＣ郡山ＩＣ

田原本
支　店
田原本
支　店

本社本社

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

至和歌山至和歌山

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

　

▼
令
和
４
年
度
勢
野
地

域
し
尿
処
理
場
維
持
管
理

業
務
（
勢
野
東
４
丁
目
）

＝
①
浅
野
ア
タ
カ
②
93
万

円
（
比
96
万
円
）
③
ウ
ォ

ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
、
カ
ン
キ
ョ
ウ
、
環
境

衛
生
水
処
理
セ
ン
タ
ー
、

日
本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ヤ
リ
ン
グ
（
辞
退
）。

　

▼
令
和
４
年
度
椿
井
処

理
場
等
維
持
管
理
業
務

（
東
信
貴
ヶ
丘
３
丁
目
、

平
群
町
北
信
貴
ヶ
丘
１
丁

目
）
＝
①
浅
野
ア
タ
カ
②

１
２
４
万
円
（
比
１
２
９

万
６
０
０
０
円
）
③
ア
ク

ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
環

境
衛
生
水
処
理
セ
ン
タ

ー
、
近
畿
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
、
誠
起
。

　

▼
令
和
４
年
度
土
壌
大

気
環
境
検
査
業
務
（
町
内

指
定
箇
所
︿
三
郷
中
央
公

園
多
目
的
広
場
他
﹀）
＝

①
野
村
興
産
ヤ
マ
ト
環
境

セ
ン
タ
ー
②
87
万
２
０
０

０
円
（
比
92
万
円
）
③
エ

ヌ
エ
ス
環
境
、
環
境
総
合

リ
サ
ー
チ
（
辞
退
）、
タ

ツ
タ
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー

（
辞
退
）、
日
吉
。

　

▼
令
和
４
年
度
南
畑
地

域
し
尿
処
理
場
等
維
持
管

理
業
務
（
信
貴
山
西
１
丁

目
、平
群
町
大
字
信
貴
山
）

＝
①
浅
野
ア
タ
カ
②
１
３

２
万
円（
比
１
３
８
万
円
）

③
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
、
カ
ン
キ
ョ
ウ
、

環
境
衛
生
水
処
理
セ
ン
タ

ー
、
日
本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ

ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ（
辞
退
）。

　

▼
令
和
４
年
度
煤
塵
・

ご
み
質
等
環
境
測
定
業
務

（
三
郷
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

＝
①
野
村
興
産
ヤ
マ
ト
環

境
セ
ン
タ
ー
②
３
１
４
万

２
０
０
０
円
（
比
３
３
６

万
円
）③
エ
ヌ
エ
ス
環
境
、

環
境
総
合
リ
サ
ー
チ
（
辞

退
）、
タ
ツ
タ
環
境
分
析

セ
ン
タ
ー（
辞
退
）、日
吉
。

　

▼
令
和
４
年
度
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
清
掃
業
務

（
三
郷
町
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
）
＝
①
み
さ
と
②
４

０
０
万
円
（
比
４
７
８
万

５
０
０
０
円
）
③
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
、
天
理
建
物
管

理
、
奈
良
ビ
ケ
ン
、
ホ
ー

プ
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
総
合
評
価
落
札

方
式
︿
簡
易
型
﹀
一

般
競
争
入
札
︿
電
子

入
札
﹀
３
月
30
日
公

告
）

　

▽
白
谷
池
郷
林
道
改
良

工
事
（
下
北
山
村
外
︿
白

谷
山
国
有
林
外
﹀）
＝
①

技
術
提
案
書
、
申
請
書
及

び
確
認
資
料
の
提
出
４
月

13
日
ま
で
（
入
札
書
の
提

出
期
間
５
月
９
日
～
12
日

11
時
）
②
５
月
12
日
③
一

般
競
争
参
加
資
格
の
土
木

１
式
工
事
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
等

級
の
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
建
設
業
法
に
基
づ

く
「
土
木
工
事
業
」
の
許

可
を
受
け
て
い
る
本
店
、

支
店
ま
た
は
営
業
所
が
、

県
内
ま
た
は
、大
阪
府
内
、

京
都
府
内
、
三
重
県
内
、

和
歌
山
県
内
に
所
在
す
る

こ
と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｖ
と
し

て
申
請
書
、
確
認
資
料
及

び
技
術
提
案
書
を
提
出
す

る
場
合
は
、
有
資
格
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｊ

Ｖ
の
本
店
所
在
地
が
、
同

区
域
内
で
あ
る
こ
と
―
な

ど
④
図
書
及
び
仕
様
書
の

と
お
り
。
工
期
11
月
17
日

⑤
労
務
単
価
の
適
用
。
技

術
提
案
資
料
等
の
簡
素
化

対
象
。
施
工
困
難
工
事
。

週
休
２
日
を
促
進
す
る
試

行（
受
注
者
希
望
方
式
）。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
適
用
。

　

▽
入
谷
林
道
支
線
新
設

工
事
（
天
川
村
︿
入
谷
国

有
林
﹀）
＝
①
技
術
提
案

書
、
申
請
書
及
び
確
認
資

料
の
提
出
４
月
13
日
ま
で

（
入
札
書
の
提
出
期
間
５

月
９
日
～
12
日
９
時
30

分
）
②
前
同
③
一
般
競
争

参
加
資
格
の
土
木
１
式
工

事
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
等
級
の
認

定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
土

木
工
事
業
」
の
許
可
を
受

け
て
い
る
本
店
、
支
店
ま

た
は
営
業
所
が
、
県
内
ま

た
は
、
大
阪
府
内
、
京
都

府
内
、
三
重
県
内
、
和
歌

山
県
内
に
所
在
す
る
こ

と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｖ
と
し
て

申
請
書
、
確
認
資
料
及
び

技
術
提
案
書
を
提
出
す
る

場
合
は
、
有
資
格
者
名
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｖ

の
本
店
所
在
地
が
、
同
区

域
内
で
あ
る
こ
と
―
な
ど

④
図
書
及
び
仕
様
書
の
と

お
り
。
工
期
５
年
２
月
10

日
⑤
前
同
。

西
日
本
高
速
道
路
関

西
支
社
（
価
格
落
札

方
式
︿
協
議
合
意
方

式
付
﹀
条
件
付
一
般

競
争
入
札
︿
電
子
入

札
﹀３
月
30
日
公
告
）

　

▽
南
阪
奈
道
路
た
じ
は

や
Ｔ
Ｂ
他
６
箇
所
収
受
員

通
路
新
築
工
事
（
南
阪
奈

道
路
、
堺
泉
北
道
路
、
西

名
阪
自
動
車
道
︿
香
芝
市

今
泉
大
原
（
香
芝
Ｓ
Ａ
）

～
大
和
郡
山
市
櫟
枝
町

（
天
理
Ｐ
Ａ
）﹀）
＝
①
申

請
書
等
及
び
入
札
前
価
格

見
積
書
の
提
出
５
月
18
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

限
７
月
13
日
11
時
）
②
７

月
1４
日
③
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
工
事
一
般
競

争
（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
の
う
ち
、
建
築
工
事
の

資
格
を
有
し
、
か
つ
、
等

級
Ａ
に
格
付
け
さ
れ
て
い

る
こ
と
。施
工
区
域
内（
大

阪
府
・
県
内
）
に
お
け
る

建
設
業
法
の
許
可
に
基
づ

く
本
店
を
有
す
る
こ
と
。

非
指
名
者
は
福
井
県
・
滋

賀
県
・
京
都
府
・
大
阪
府
・

兵
庫
県
・
県
内
・
和
歌
山

県
に
お
け
る
建
設
業
法
の

許
可
に
基
づ
く
本
店
、
支

店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
こ
と
。
平
成
18
年
度
以

降
に
元
請
と
し
て
完
成
及

び
引
渡
し
が
完
了
し
た
Ｓ

造
の
建
築
物
を
新
築
、
増

築
ま
た
は
改
築
し
た
工
事

の
施
工
実
績
を
有
す
る
こ

と
―
な
ど
④
大
阪
府
道
路

公
社
区
間
の
移
管
に
伴
う

料
金
収
受
員
通
路
棟
の
新

築
工
事
、
料
金
所
棟
の
内

部
改
修
工
事
（
落
下
対
策

含
む
）
及
び
店
舗
棟
空
気

調
和
設
備
の
更
新
工
事
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
付
帯

す
る
電
気
設
備
工
事
並
び

に
機
械
設
備
工
事
の
１
式

を
含
む
（
た
じ
は
や
Ｔ
Ｂ

︿
上
り
﹀
料
金
収
受
員
通

路
新
築
Ｓ
造
２
階
建
85
・

８
平
方
㍍
、
た
じ
は
や
Ｔ

Ｂ
︿
下
り
﹀
料
金
収
受
員

通
路
新
築
Ｓ
造
２
階
建

59
・
７
平
方
㍍
、
太
子
Ｔ

Ｂ
︿
上
り
﹀
料
金
収
受
員

通
路
新
築
Ｓ
造
２
階
建

30
・
０
平
方
㍍
、
羽
曳
野

東
Ｉ
Ｃ
料
金
所
棟
内
部
改

修
Ｓ
造
平
屋
建
23
・
７
平

方
㍍
、
太
子
Ｉ
Ｃ
料
金
所

棟
内
部
改
修
Ｓ
造
２
階
建

１
７
６
・
８
平
方
㍍
、
菱

木
Ｔ
Ｂ
料
金
収
受
員
通
路

増
築
Ｓ
造
２
階
建
５
・
１

平
方
㍍
、
香
芝
Ｓ
Ａ
︿
上

り
﹀
店
舗
棟
空
気
調
和
設

備
更
新
Ｓ
造
２
階
建
９
０

８
・
２
平
方
㍍
、
香
芝
Ｓ

Ａ
︿
下
り
﹀
舗
棟
空
気
調

和
設
備
更
新
Ｓ
造
２
階
建

８
１
８
・
８
平
方
㍍
、
天

理
Ｐ
Ａ
︿
上
り
﹀
店
舗
棟

空
気
調
和
設
備
更
新
Ｓ
造

２
階
建
４
１
５
.
４
平
方

㍍
、天
理
Ｐ
Ａ
︿
下
り
﹀店

舗
棟
空
気
調
和
設
備
更
新

Ｓ
造
２
階
建
４
２
７
・
７

平
方
㍍
）。
工
期
５
７
０

日
間
（
工
事
開
始
期
限
11

月
１
日
）⑤
指
名
併
用
型
。

余
裕
期
間
設
定
工
事
。
工

事
内
訳
書
の
提
出
を
求
め

る
。
契
約
後
Ｖ
Ｅ
方
式
試

行
。
入
札
前
価
格
見
積
方

式
対
象
。
週
休
２
日
促
進

工
事（
発
注
者
指
定
方
式
）。

水
資
源
機
構
木
津
川

ダ
ム
総
合
管
理
所

（
参
加
者
の
有
無
を

確
認
す
る
公
募
手
続

き
に
係
る
参
加
意
思

確
認
書
の
提
出
最
低

価
格
落
札
方
式
一
般

競
争
入
札
︿
郵
便
入

札
﹀３
月
29
日
公
示
）

　

▽
室
生
ダ
ム
水
力
発
電

設
備
整
備
工
事
（
宇
陀
市

室
生
大
野
３
８
４
６
︿
室

生
ダ
ム
管
理
所
﹀）
＝
①

参
加
意
思
確
認
書
等
の
提

出
４
月
26
日
ま
で
②
５
月

18
日
③
機
構
に
お
け
る
一

般
競
争
参
加
資
格
業
者
の

う
ち
電
気
工
事
の
認
定
を

受
け
て
お
り
、
か
つ
建
設

業
法
の
電
気
工
事
業
の
許

可
を
受
け
て
い
る
こ
と
―

な
ど
④
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
工
場
整
備
１

式
、
サ
イ
リ
ス
タ
・
サ
ー

ボ
ア
ン
プ
盤
現
地
整
備
１

式
、
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

端
末
更
新
１
式
、
総
合
試

運
転
１
式
。
工
期
５
年
３

月
20
日
⑤
室
生
ダ
ム
管
理

用
水
力
発
電
設
備
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
、
サ
イ
リ
ス
タ
・
サ
ー

ボ
ア
ン
プ
盤
及
び
監
視
制

御
シ
ス
テ
ム
の
整
備
。
施

工
に
あ
た
っ
て
は
、
水
力

発
電
設
備
の
性
能
を
確
実

に
発
揮
す
る
た
め
、
今
回

整
備
を
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
関
連
装

置
と
、
そ
れ
に
連
動
し
て

動
作
す
る
既
設
水
車
ガ
イ

ド
ベ
ー
ン
と
の
総
合
試
験

調
整
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
お
い
て

は
、
本
設
備
に
適
合
す
る

よ
う
既
設
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
改
修
を
実
施
。
当
該
設

備
は
納
入
者
が
独
自
に
保

有
し
て
い
る
技
術
を
基

に
、設
計
、製
作
、据
付
、

調
整
し
た
も
の
で
、
本
工

事
の
施
行
に
あ
た
っ
て

は
、
納
入
者
ま
た
は
納
入

者
と
同
等
と
み
な
せ
る
も

の
の
み
が
保
有
す
る
技
術

が
必
要
。
よ
っ
て
、
本
工

事
は
、
特
定
者
を
契
約
の

相
手
方
と
す
る
契
約
手
続

き
を
行
う
予
定
と
し
て
い

る
が
、
特
定
者
以
外
の
者

で
応
募
要
件
を
満
た
し
、

本
工
事
の
施
行
を
希
望
す

る
者
を
確
認
す
る
目
的

で
、
参
加
意
思
確
認
書
の

提
出
を
招
請
す
る
公
募
を

実
施
。
な
お
、
公
募
の
結

果
、
参
加
者
の
有
無
を
確

認
す
る
公
募
手
続
き
に
係

る
公
示
の
応
募
要
件
を
満

た
す
と
認
め
ら
れ
る
者
が

い
な
い
場
合
に
あ
っ
て

は
、
特
定
者
と
の
契
約
手

続
に
移
行
す
る
。
ま
た
、

応
募
要
件
を
満
た
す
と
認

め
ら
れ
る
者
が
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
特
定
者
と

当
該
応
募
者
に
よ
る
契
約

手
続
き
（
企
業
の
技
術
力

の
評
価
の
た
め
簡
易
な
施

工
計
画
等
を
求
め
、
価
格

以
外
の
要
素
と
価
格
を
総

合
的
に
評
価
し
て
落
札
者

を
決
定
す
る
特
別
簡
易
型

総
合
評
価
落
札
方
式
︿
総

合
評
価
﹀）に
移
行
す
る
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
環
境
政
策
課
（
一

般
競
争
入
札
︿
電
子

入
札
﹀
３
月
29
日
公

告
）

　

▽
令
和
４
年
度
奈
良
県

大
気
︑
公
共
用
水
域
（
水

質
・
底
質
）︑
地
下
水
及

び
土
壌
に
係
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
測
定
委
託
業
務

（
大
和
郡
山
市
昭
和
地
区

公
⺠
館
等
）
＝
①
申
請
書

等
の
提
出
４
月
11
日
ま
で

（
郵
送
、
持
参
、
電
子
メ

ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
）（
入
札
書

の
提
出
期
限
４
月
22
日
）

②
４
月
25
日
③
物
品
購
入

等
に
係
る
競
争
入
札
の
参

加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

に
よ
る
競
争
入
札
参
加
有

資
格
者
の
う
ち
、「
営
業

種
目
Ｑ
４
検
査
・
分
析
・

調
査
業
務
」
で
登
録
を
し

て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
―

な
ど
④
説
明
書
及
び
仕
様

書
に
よ
る
。
委
託
期
間
５

年
３
月
31
日
。

都
市
再
生
機
構
西
日

本
支
社
（
総
合
評
価

方
式
一
般
競
争
入
札

︿
電
子
入
札
﹀
３
月

30
日
公
告
）

　

▽
04
︱
西
日
本
支
社
建

築
保
全
工
事
等
発
注
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
業
務
＝
①
申

請
書
及
び
資
料
の
提
出
４

月
15
日
ま
で
（
入
札
書
の

提
出
期
間
５
月
2４
日
～
25

日
）
②
５
月
26
日
③
同
機

構
関
西
地
区
に
お
け
る
令

和
３
・
４
年
度
測
量
・
土

質
調
査
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
に
係
る
一

般
競
争
参
加
資
格
を
有
し

て
い
る
者
で
、
業
種
区
分

「
建
築
設
計
」
に
係
る
競

争
参
加
資
格
の
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
平
成
2４

年
度
以
降
（
2４
年
４
月
１

日
～
申
請
書
及
び
資
料
の

提
出
日
）
に
完
了
し
た
公

的
機
関
（
国
、
地
方
公
共

団
体
、
同
機
構
も
含
む
独

立
行
政
法
人
、
法
律
に
基

づ
き
地
方
公
共
団
体
が
設

置
で
き
る
公
社
︿
住
宅
供

給
公
社
、
土
地
開
発
公

社
﹀）
が
発
注
し
た
発
注

支
援
業
務
ま
た
は
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
業
務
の
う

ち
同
種
業
務
（
建
築
保
全

工
事
︿
居
住
中
及
び
営
業

中
の
建
物
に
お
け
る
大
規

模
建
築
修
繕
工
事
﹀
に
係

る
も
の
）
ま
た
は
類
似
業

務
（
建
築
工
事
に
係
る
も

の
）
の
実
績
を
１
件
以
上

有
す
る
こ
と
（
但
し
単
独

元
請
実
績
の
み
を
認
め
、

共
同
設
計
体
・
再
委
託
に

よ
る
業
務
の
実
績
は
含
ま

な
い
）
―
な
ど
④
建
築
保

全
工
事
・
業
務
の
発
注
事

務
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
（
発
注
事
務
の
全

体
像
の
確
認
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
に
向
け
た
発
注
事

務
担
当
職
員
と
の
ワ
ー
キ

ン
グ
の
準
備
運
営
、
業
務

フ
ロ
ー
及
び
業
務
手
順
書

の
作
成
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

と
り
ま
と
め
）。
委
託
期

間
５
年
３
月
10
日（
予
定
）。
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種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格
入入札札方方
式式

落落札札者者 落落札札金金額額

工事 奈良市 ＪＲ新駅西口駅前広場整備工事 八条四丁目 2月21日 ３８９７万３０００円 一般 ナック建設 ２９７３万９０００円

工事 奈良市 平城小学校校舎トイレ改修工事 秋篠町１３９４番地 2月21日 ３３８７万円 一般 中西組 ２７７９万５０００円

工事 御所市 秋津小学校屋内運動場大規模改造工事教総第４号 池之内 2月21日 １億１９７２万円 一般 ゴセケン １億１９５０万円

工事 御所市 御所市健康増進スポーツ施設一次造成工事生学第２号 小殿 2月21日 ３０６７万８０００円 一般 葛上建設 ３０５０万円

工事 御所市 御所市立小学校空調設備設置(第２工区)工事教総第５号 林他 2月21日 ４４７５万円 指名 開発機構 ３０４８万円

工事 御所市 御所市立小学校空調設備設置(第１工区)工事教総第６号 旭町他 2月21日 ４７９２万円 指名 博電工業 ３２８０万円

工事 奈良市 あやめ池小学校校舎トイレ改修工事
あやめ池南９丁目９３
９番地の３９

2月22日 ２９９５万円 一般 山中産業 ２３８９万円

工事 生駒市 松美台地内配水管布設替工事 松美台 2月22日 ４３３３万円 一般 高山建設 ３５３８万２０００円

工事 生駒市 俵口小明線配水管布設替工事（１工区） 俵口町 2月22日 ３０１７万円 一般 友和工業 ２４４５万３０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般県道赤目掛線めなし橋他橋梁補修工事（道路メンテナンス事
業（地方道橋りょう補修））３―Ｂ―５―１号

曽爾村今井・御杖村
土屋原

2月22日 ３２７６万円 一般 坂口組 ２８５９万２０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般県道大又小川線清水橋他橋梁補修工事（道路メンテナンス事
業（地方道橋りょう補修））３―Ｂ―５―４号

東吉野村大又 2月22日 ４４０２万７０００円 一般 清須組 ３８５５万２０００円

工事 県宇陀土木事務所
主要地方道榛原菟田野御杖線車谷橋他橋梁補修工事（道路メンテ
ナンス事業（地方道橋りょう補修）他）３―Ｂ―５―５他号

宇陀市菟田野上芳
野・榛原赤埴・東吉野
村三尾

2月22日 ３３４０万７０００円 一般 清須組 ２９１７万円

工事 奈良市 富雄北小学校校舎トイレ改修工事
富雄北１丁目１３番６
号

2月24日 ２２１３万円 一般 鳥井建設 １９８０万円

工事 県奈良土木事務所
主要地方道天理環状線舗装工事（防災・安全交付金事業（道路環
境整備））８―４３４―１―２号

天理市杣之内町 2月24日 ２３１２万８０００円 一般 サンロード奈良 ２０３０万４０００円

工事 奈良市 椿井小学校校舎トイレ改修工事 椿井町２５番地 2月25日 ５６３２万円 指名 三晟建設 ４３３６万６０００円

工事
中部地方整備局北勢国
道事務所

令和３年度名阪国道ＣＣＴＶ設置工事
三重県亀山市太岡寺
町～奈良市針町

2月25日 １億７１３６万円 一般 名菱電子 １億６５００万円

工事 奈良市 都跡中学校校舎トイレ改修工事 柏木町１３番地 2月28日 ８７９４万円 一般 廣岡・石田ＪＶ ７０８８万円

工事 ＵＲコミュニティ本社 ０３―富雄団地外部金物その他塗装工事
奈良市鳥見町４丁目
１番地の２他

2月28日 ２９６５万４０００円 指名
山洋塗工（大阪市
東住吉区）

２５６０万円

工事 県吉野土木事務所
一般国道３０９号法面対策工事（防災・安全交付金事業（国道災害
防除））１―Ａ３０９―６―１号

上北山村西原 2月28日 １３４１万７０００円 一般 光栄建設 １１７４万９０００円

工事 県吉野土木事務所
主要地方道大台ヶ原公園川上線法面対策工事（防災・安全交付金
事業（地方道災害防除））１―Ｂ４０―６―１号

上北山村西原他 2月28日 １３６３万円 一般 髙澤工務店 １１９４万１０００円

工事
近畿地方整備局和歌山
河川国道事務所

紀の川五條管内上流維持作業
五條市・和歌山県境
～五條市栄山寺橋

2月28日 １６２５万円 一般 福嶋組 １５６０万円

工事 奈良市 帯解小学校校舎トイレ改修工事 柴屋町９番地 3月1日 ５６５１万円 一般 広成 ４３７１万６０００円

工事 天理市上下水道局 都市水環境整備事業汚水管布設工事（公第１工区） 稲葉町 3月1日 ３８８２万３０００円 一般 吉岡建設 ３４８６万３０００円

工事
近畿地方整備局大和川
河川事務所

亀の瀬地区稲葉山地すべり対策鋼管杭他（その３）工事
大阪府柏原市峠～三
郷町立野南３丁目

3月1日 ２億４１８８万円 一般 清川組 ２億１９４０万円

工事
近畿地方整備局大和川
河川事務所

大和川立野南地区築堤護岸他工事 三郷町立野南 3月1日 ２億１７８９万円 一般 城内組 １億９６５８万円

工事 生駒市 小瀬町地内配水管布設替工事（１工区） 小瀬町 3月2日 ５１８３万円 一般 エイチツーオー ４２６５万円

工事 三郷町 令和３年度配水管布設替工事（立野９号線） 立野北１丁目 3月2日 ２０３３万円 指名 千葉水道工業所 １９００万円

工事
近畿地方整備局紀伊山
系砂防事務所

冷水場内整備工事 天川村坪内 3月2日 １億６０５１万円 一般 檜尾建設 １億４４０５万円

工事
近畿地方整備局紀伊山
系砂防事務所

三本松砂防堰堤前庭保護工他工事 宇陀市室生三本松 3月2日 １億７１７万円 一般 大和建設 ９５８８万円

工事 奈良市 ４号炉火格子下コンベア更新補修
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

3月3日 ８７１９万７０００円 一般 日立造船 ８５５０万円

工事 県奈良土木事務所
主要地方道天理環状線九条バイパス道路付属施設工事（防災・安
全交付金事業（道路改良））１―１０―Ａ１０―１号

天理市九条町 3月3日 １７２２万２０００円 一般 真興建設 １５０７万円

工事 天理市上下水道局 園原南県水受水池流量計設置工事 園原町 3月3日 １２２３万円 一般 吉田機電 １１００万７０００円

工事 県郡山土木事務所
（都）城廻り線残土処分地整備工事（無電柱化推進事業（街路）（都
づくり））第１―Ｇ５―５号

大和郡山市矢田町 3月3日 １２５４万２０００円 一般 大西組 １０９９万９０００円

工事 県宇陀土木事務所
主要地方道榛原菟田野御杖線比布工区歩道整備工事（防災・安全
交付金事業（道路環境整備））第９―４５―５―２号

宇陀市榛原比布 3月3日 ３３８３万４０００円 一般 岡田工務店 ２９８７万３０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般国道１６５号道路災害防除工事（土砂災害対策道路事業（国道
災害防除））第１―Ａ１６５―５土―１号

宇陀市室生三本松 3月3日 ７４６６万５０００円 一般 松塚建設 ６６３４万６０００円

工事
近畿地方整備局大和川
河川事務所

奈良地区河川維持作業
大阪府柏原市峠～大
和郡山市観音寺町

3月3日 ７６９０万円 一般 山口建設 ７０２０万円

工事
中部地方整備局北勢国
道事務所

令和３年度名阪国道伊賀・奈良地区舗装修繕工事
三重県伊賀市柘植町
～奈良市針町

3月4日 １億７８８２万円 一般 大有建設 １億６１５０万円

工事
中部地方整備局北勢国
道事務所

令和３年度名阪国道管内舗装修繕工事
三重県亀山市太岡寺
町～奈良市針町

3月4日 １億７６４２万円 一般 大有建設 １億５９００万円

工事 奈良市 №１灰クレーン用バケット更新補修
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

3月4日 ４９９８万９０００円 一般 日立造船 ４９００万円

工事
近畿地方整備局紀伊山
系砂防事務所

北股地区排土工他整備工事 野迫川村北股 3月7日 ２億５１２４万円 一般 山村組 ２億３０００万円

工事
近畿地方整備局紀伊山
系砂防事務所

栗平地区管理用道路他工事 十津川村内原 3月7日 ２億２２３８万円 一般
中和コンストラク
ション

２億円

工事 近畿地方整備局 平城宮跡歴史公園第一次大極殿院東楼復原整備工事 奈良市佐紀町 3月7日 ５４億２６００万円 一般 竹中工務店 ５１億８０００万円

工事 県奈良公園事務所
平城宮跡南側地区広場造成工事（平城宮跡の利活用推進事業（南
側整備・社会資本整備総合交付金）他）９１２―３他号

奈良市三条大路４丁
目

3月7日 ７５８８万９０００円 一般 中西建設 ６７４８万８０００円

工事 葛城市
第０３―３０４号公園施設長寿命化対策支援事業に伴う葛城山麓公
園遊具更新工事（１工区）

寺口他 3月7日 ２１３８万８０００円 一般 青野スポーツ施設 １８８９万６０００円

工事 奈良市 青和小学校校舎トイレ改修工事 百楽園４丁目１番１号 3月8日 ４３１０万円 一般 山崎組 ３４８１万２０００円

工事 奈良市 舗装道幹線道路補修工事（神功三丁目地内他・奈良阪南田原線） 神功３丁目他 3月8日 １４５３万８０００円 一般 広和 １０８７万８０００円

工事 奈良市企業局 口径１５０粍配水支管改良工事３―１―６号
西大寺新池町～西大
寺野神町１丁目

3月8日 １億８４９万円 一般 広和 ７９５２万円

工事 県中和土木事務所
一般国道１６９号芦原トンネル照明設備ＬＥＤ化工事（道路メンテナ
ンス事業（国道トンネル照明更新））４―Ａ―４Ｌ―１号

高取町清水谷～大淀
町芦原

3月8日 ８５１２万７０００円 一般 五伸 ７６０８万１０００円

【続く】

　　　令和３年度下半期　工事結果　（落札金額1000万円以上）　30　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2022年（令和４年）４月５日（火）建 設 新 報
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国土交通省の建設労働需給調査（2月調査）・地域別の需給状況（原数値）

注１）この表で用いている記号は、以下の例による。
　　　◎…容易、　　○…やや容易、　　⊥…普通、　　△…やや困難、　　▲…困難、　　※…不明
注２）記号は、回答のうち最も多数を占めるものを採った。
注３）５月見通しは、「容易」「普通」「困難」「不明」のうちからの回答である。
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Ｄ
２
９
５
Ａ
）
Ｄ
16

▽
鋼
材
・
Ｈ
形
鋼
（
２
０

０
㍉
×
１
０
０
㍉
×
５
・

５
㍉
×
８
㍉
）
▽
木
材
杉

正
角
・
特
１
等
（
３
㍍
×

10
・
５
㌢
×
10
・
５
㌢
）

▽
木
材
型
枠
用
合
板
・
輸

入
品
（
12
㍉
×
９
０
０
㍉

×
１
８
０
０
㍉
）
▽
石
油

（
軽
油
１
、
２
号
）
―
の

７
資
材
13
品
目
。

　

調
査
対
象
業
者
は
、
建

設
資
材
の
供
給
側
（
生
産

者
、
商
社
、
問
屋
、
販
売

店
、
特
約
店
）
と
需
要
側

（
建
設
業
者
）
か
ら
約
２

０
０
０
社
の
モ
ニ
タ
ー
を

選
定
。

　

う
ち
同
期
間
の
奈
良
県

内
の
状
況
は
次
の
通
り

（
▽
対
象
資
材
＝
①
今
回

の
価
格
動
向
②
今
回
の
需

給
動
向
③
今
回
の
在
庫
状

況
）。
指
数
は
、
現
在
の

価
格
動
向
を
１（
下
落
）、

２
（
や
や
下
落
）、３
（
横

ば
い
）、４（
や
や
上
昇
）、

５
（
上
昇
）
と
し
て
、
各

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
回
答
を

各
都
道
府
県
別
に
集
計

し
、
そ
の
平
均
で
算
出
。

現
在
の
需
給
動
向
を
１

（
緩
和
）、２（
や
や
緩
和
）、

３
（
均
衡
）、
４
（
や
や

ひ
っ
迫
）、５
（
ひ
っ
迫
）

と
し
て
同
算
出
。
現
在
の

在
庫
状
況
を
１（
豊
富
）、

２
（
普
通
）、
３
（
や
や

品
不
足
）、４
（
品
不
足
）

と
し
て
同
算
出
。
括
弧
書

き
の
指
数
は
、
回
答
者
が

２
者
以
下
を
示
す
。

　

▽
セ
メ
ン
ト（
バ
ラ
物
）

＝
①
（
３
・
０
）
②
（
３
・

０
）
▽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

＝
①
（
３
・
０
）
②
（
４
・

０
）
▽
骨
材
（
砂
）
＝
①

（
３
・
０
）
②
（
３
・
０
）

③
（
２
・
０
）
▽
骨
材
（
砂

利
）
＝
①
（
３
・
０
）
②

（
３
・
０
）
③
（
２
・
０
）

▽
骨
材（
砕
石
）＝
①（
４
・

０
）
②
（
３
・
０
）
③
（
２
・

０
）▽
骨
材（
再
生
砕
石
）

＝
①
３
・
７
②
３
・
０
③

２
・
０
▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
（
新
材
・
密
粒
度
ア

ス
コ
ン
）
＝
①
３
・
７
②

３
・
７
▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
（
再
生
材
・
密
粒
度

ア
ス
コ
ン
）
＝
①
３
・
７

②
３
・
７
▽
異
形
棒
鋼
＝

①
４
・
０
②
３
・
０
③
２
・

０
▽
Ｈ
形
鋼
＝
①
３
・
３

②
３
・
０
③
２
・
０
▽
木

材
（
製
材
）
＝
①
３
・
４

②
４
・
２
③
３
・
４
▽
木

材
（
型
枠
用
合
板
）
＝
①

４
・
５
②
４
・
３
③
３
・

３
▽
石
油
＝
①
４
・
５
②

３
・
３
。

セメント協会

５
月
５
月
３１３１
日
ま
で
受
付

日
ま
で
受
付

セ
メ
ン
ト・コ
ン
ク
リ
ー
ト
論
文
募
集

セ
メ
ン
ト・コ
ン
ク
リ
ー
ト
論
文
募
集

　

セ
メ
ン
ト
協
会
は
、
セ

メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

論
文
集
（
令
和
４
年
度
）

に
掲
載
す
る
論
文
を
５
月

31
日
17
時
ま
で
募
集
し
て

い
る
。
資
格
は
会
員
、
会

員
外
を
問
わ
な
い
。
費
用

は
無
料
。
論
文
集
に
公
開

（
過
去
２
ヵ
年
）
さ
れ
た

論
文
の
中
か
ら
特
に
優
秀

と
認
め
た
作
品
に
対
し

「
セ
メ
ン
ト
協
会
論
文
賞
」

が
授
与
さ
れ
る
。

　

採
択
規
準
は
▽
セ
メ
ン

ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ

び
そ
の
関
連
研
究
に
関
す

る
論
文
で
あ
る
こ
と
▽
未

発
表
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
も
の
は
未
発

表
と
み
な
さ
れ
る
①
セ
メ

ン
ト
技
術
大
会
で
発
表
し

た
も
の
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
研
究
発
表
会
、
国
際

会
議
な
ど
で
梗
概
ま
た
は

資
料
と
し
て
発
表
し
た
も

の
③
大
学
の
紀
要
、
研
究

機
関
の
研
究
所
な
ど
で
部

内
発
表
し
た
も
の
④
国
、

自
治
体
、
業
界
、
団
体
か

ら
の
委
託
研
究
の
成
果
報

告
書
▽
次
の
項
目
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
①

独
創
性
の
あ
る
包
括
的
研

究
で
、
発
展
性
の
期
待
で

き
る
も
の
②
新
し
い
知
見

を
与
え
る
有
用
性
、
実
用

性
に
富
ん
だ
実
測
・
実
験
・

調
査
等
の
研
究
で
、
信
頼

性
が
高
く
、
学
術
的
、
技

術
的
に
価
値
の
あ
る
も
の

③
独
創
性
の
あ
る
理
論
的

ま
た
は
実
証
的
な
研
究

で
、完
成
度
の
高
い
も
の
。

　

不
採
択
規
準
は
▽
論
旨

が
不
明
確
で
、
論
文
と
し

て
完
結
し
て
い
な
い
も
の

▽
セ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
お
よ
び
そ
の
関
連
研

究
で
な
い
も
の
▽
既
発
表

の
も
の
▽
独
創
性
、
実
用

的
価
値
、
新
規
性
の
い
ず

れ
も
が
認
め
ら
れ
な
い
も

の
▽
内
容
に
誤
り
の
あ
る

も
の
▽
宣
伝
性
の
強
い
も

の
▽
第
１
次
審
査
の
指
摘

事
項
に
対
す
る
対
応
が
で

き
て
い
な
い
も
の
―
な

ど
。
９
月
下
旬
に
１
次
審

査
結
果
の
通
知
、
11
月
中

旬
に
は
２
次
審
査
結
果
の

発
表
、
版
下
原
稿
の
著
者

校
正
を
経
て
令
和
５
年
３

月
の
公
開
予
定
。

　

提
出
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
、
〒
１
１
４
―
０
０

０
３
東
京
都
北
区
豊
島
4

丁
目
17
番
33
号
一
般
社
団

法
人
セ
メ
ン
ト
協
会
研
究

所
技
術
情
報
グ
ル
ー
プ
、

電
話
０
３
―
３
９
１
４
―

２
６
９
２
。

　

国
土
交
通
省
は
令
和
３

年
の
土
砂
災
害
発
生
件
数

（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

を
ま
と
め
た
。
４2
都
道
府

県
で
９
７
２
件
の
土
砂
災

害
が
発
生
し
、
死
者
・
行

方
不
明
者
33
名
（
災
害
関

連
死
を
含
ま
な
い
）、
人

家
被
害
２
９
１
戸
の
被
害

が
生
じ
た
。
特
に
８
月
に

は
33
都
道
府
県
で
４
４
８

件
の
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
直
近
10
年
（
平
成
23

年
～
令
和
２
年
）
の
同
月

の
平
均
発
生
件
数
（
１
７

７
件
）
を
大
き
く
上
回
っ

た
。

　

土
砂
災
害
発
生
件
数
の

上
位
５
県
の
都
道
府
県
は

▽
広
島
県
（
１
２
９
件
）

▽
神
奈
川
県
（
88
件
）
▽

鹿
児
島
県
（
85
件
）
▽
長

野
県
（
59
件
）
▽
鳥
取
県
・

佐
賀
県
（
56
件
）
―
。
奈

良
県
の
発
生
件
数
は
１
件

と
な
っ
た
。
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設立式に出席した森町長（左から3人目）ら協議会委員設立式に出席した森町長（左から3人目）ら協議会委員

供用延長
L=104m

未改良区間
L=496m

至 国道３０９号

至 国道１６８号
５年度の供用をめざ す百市工区バ イパ ス区間５年度の供用をめざ す百市工区バ イパ ス区間

住
民
も
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

住
民
も
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

川の駅・亀の瀬東口駅イメージ パ ース川の駅・亀の瀬東口駅イメージ パ ース

　

奈
良
県
は
３
月
29
日
か

ら
主
要
地
方
道
高
野
天
川

県

﹁
大
和
川
ク
リ
エ
イ
ト

﹁
大
和
川
ク
リ
エ
イ
ト
３5３5
協
議
会
﹂設
立

協
議
会
﹂設
立

　

近
畿
地
方
整
備
局
大
和

川
河
川
事
務
所
と
三
郷
町

は
３
月
23
日
、「
大
和
川

ク
リ
エ
イ
ト
35
協
議
会
」

の
設
立
式
を
行
っ
た
。
同

協
議
会
は
森
宏
範
三
郷
町

町
長
が
会
長
に
、
白
波
瀬

卓
哉
大
和
川
河
川
事
務
所

所
長
、
高
岡
進
三
郷
町
議

会
議
長
、
岡
田
哲
夫
三
郷

町
自
治
連
合
会
会
長
、
岡

島
三
千
男
三
郷
町
商
工
会

会
長
、
奥
田
哲
生
三
郷
町

観
光
協
会
会
長
が
委
員
を

務
め
る
。
同
日
の
設
立
式

に
は
協
議
会
委
員
６
名
と

事
務
局
か
ら
は
林
政
行
大

和
川
河
川
事
務
所
副
所

近 畿 地 整・
三 郷 町ほか

１０４㍍の部分供用を開始１０４㍍の部分供用を開始
高野天川線坪内～南日裏工区高野天川線坪内～南日裏工区

令
和
５
年
度
の
バ
イ
パ
ス
区
間
供
用
を
め
ざ
す

令
和
５
年
度
の
バ
イ
パ
ス
区
間
供
用
を
め
ざ
す

中 和 土 木

吉
野
桜
井
線﹁
百
市
工
区
﹂

吉
野
桜
井
線﹁
百
市
工
区
﹂

も
も
の
い
ち
紅
葉
橋
は
今
年
度
発
注

も
も
の
い
ち
紅
葉
橋
は
今
年
度
発
注

長
、
水
口
洋
司
三
郷
町
環

境
整
備
部
部
長
が
出
席
し

た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
に
て
森
町

長
は
「
大
和
川
に
関
し
て

は
親
水
空
間
を
つ
く
り
、

そ
し
て
そ
の
近
辺
の
ま
ち

づ
く
り
を
皆
で
一
緒
に
や

っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

趣
旨
。
ま
ち
づ
く
り
は
皆

で
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
為
、
住
⺠
か
ら

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な

事
態
に
な
ら
な
い
様
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
住
⺠
と
一

体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
強
調
し
た
。

　

白
波
瀬
所
長
は
「
い
よ

い
よ
４
年
度
か
ら
具
体
的

に
設
計
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
検
討
に
入
っ
て
い
く

が
、
河
川
管
理
者
だ
け
で

な
く
町
側
の
色
ん
な
方
々

に
意
見
を
出
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
活

性
化
し
て
い
く
か
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ま

た
、
日
本
遺
産
の
登
録
も

あ
っ
て
非
常
に
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
三
郷
町
は
大
和
川
で
い

う
と
奈
良
県
の
西
の
玄
関

口
に
あ
た
る
の
で
、
ぜ
ひ

魅
力
あ
る
玄
関
口
と
し
て

の
整
備
を
一
緒
に
や
っ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

同
協
議
会
は
、
大
和
川

及
び
三
郷
町
の
歴
史
や
文

化
、
風
土
を
踏
ま
え
た
日

本
遺
産
協
議
会
ほ
か
関
係

機
関
、
地
域
住
⺠
等
と
の

緊
密
な
連
携
に
よ
り
河
川

空
間
と
ま
ち
空
間
の
融
合

に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
想
像
す
る
為
立
ち
上

げ
た
も
の
。
今
後
は
同
町

の
若
手
職
員
４
名
程
度
と

住
⺠
代
表
５
名
程
度
を
選

出
し
有
識
者
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

結
成
し
、
大
和
川
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
発
案

し
提
案
さ
れ
た
内
容
を
同

協
議
会
で
検
討
後
、
川
の

駅
整
備
や
か
わ
ま
ち
づ
く

り
へ
反
映
し
て
い
く
方

針
。
住
⺠
代
表
の
選
出
方

法
に
つ
い
て
は
現
在
検
討

中
。
４
年
度
は
検
討
を
主

と
し
、
年
度
末
に
取
り
ま

と
め
５
年
度
以
降
か
ら
具

体
的
な
整
備
に
着
手
す
る
。

　

同
町
で
は
、
回
遊
ル
ー

ト
の
魅
力
向
上
や
新
た
な

水
辺
の
親
水
空
間
、
交
流

拠
点
と
な
る
川
の
駅
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
更
な
る

ま
ち
の
活
性
化
が
図
れ
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
具
現
化
す
る
為
に

は
、
大
和
川
の
水
辺
の
自

然
環
境
の
保
全
と
活
用
を

目
指
し
た
様
々
な
取
組
を

実
践
す
る
他
、
回
遊
性
を

向
上
さ
せ
る
各
種
施
策
を

活
動
実
績
の
あ
る
日
本
遺

産
協
議
会
と
連
携
を
図
り

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　

三
郷
町
か
わ
ま
ち
づ
く

り
で
は
日
本
遺
産
「
龍
田

古
道
・
亀
の
瀬
」
と
連
携

し
た
周
遊
構
想
と
し
て
、

交
流
拠
点
川
の
駅
・
亀
の

瀬
東
口
駅
や
亀
の
瀬
地
す

べ
り
資
料
室
西
の
駅
を
整

備
す
る
予
定
。こ
の
ほ
か
、

親
水
護
岸
を
整
備
し
水
辺

の
賑
わ
い
広
場
と
し
て
の

活
用
を
目
指
す
。（
伊
藤
）

線
坪
内
～
南
日
裏
工
区
の

部
分
供
用
を
開
始
し
た
。

今
回
部
分
供
用
と
な
っ
た

の
は
供
用
延
長
１
０
４
㍍

標
準
幅
員
６
・
５
㍍
。
未

改
良
区
間
は
４
９
６
㍍
と

な
っ
た
。

　

同
区
間
は
幅
員
が
狭
小

で
、
緊
急
車
両
等
の
通
行

に
支
障
を
き
た
し
て
い
た

為
、
現
道
拡
幅
を
行
う
こ

と
に
よ
り
円
滑
な
交
通
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
お
け
る
迅
速
な
避

難
・
救
助
活
動
の
確
保
を

目
的
と
し
た
事
業
。

　

奈
良
県
中
和
土
木
事
務

所
は
、
主
要
地
方
道
吉
野

桜
井
線
「
百
市
工
区
」
に

お
い
て
、
今
年
度
「
も
も

の
い
ち
紅
葉
橋
」
上
部
工

事
が
発
注
の
予
定
で
、
令

和
５
年
度
の
バ
イ
パ
ス
区

間
部
分
供
用
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　

吉
野
桜
井
線
は
、
桜
井

市
と
吉
野
町
を
結
ぶ
延
長

約
23
㌔
㍍
の
主
要
幹
線
道

路
で
、
国
道
１
６
５
号
線

と
国
道
１
６
９
号
線
の
間

の
区
間
は
第
２
次
緊
急
輸

送
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
狭
隘
な
区
間
が
点
在

し
て
い
る
た
め
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
緊
急
車
両
の
運

行
に
も
支
障
が
出
て
お

り
、
早
急
な
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

同
工
区
は
吉
野
桜
井
線

の
狭
隘
部
、
桜
井
市
下
居

～
百
市
間
で
現
道
拡
幅
と

バ
イ
パ
ス
を
行
う
も
の

で
、
事
業
延
長
約
１
４
６

０
㍍
（
現
道
拡
幅
区
間
:

工
事
延
長
１
０
４
０
㍍
・

バ
イ
パ
ス
区
間
:
工
事
延

長
４
２
０
㍍
）、
道
路
幅

員
９
・
75
㍍
。
主
要
構
造

物
は「
も
も
の
い
ち
桜
橋
」

延
長
４3
㍍
と
「
も
も
の
い

ち
紅
葉
橋
」
延
長
28
㍍
の

２
橋
と
な
る
。
現
在
、
バ

イ
パ
ス
区
間
の
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
土
工

部
と「
も
も
の
い
ち
桜
橋
」

は
ほ
ぼ
完
成
し
、
今
年
度

は「
も
も
の
い
ち
紅
葉
橋
」

上
部
工
事
発
注
の
予
定
。

　

同
区
間
の
整
備
に
よ
り

安
全
で
円
滑
な
通
行
が
確

保
さ
れ
、
観
光
や
、
木
材

輸
送
の
効
率
化
な
ど
地
域

産
業
の
振
興
、
活
性
化
へ

の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
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ワイドな用途ワイドな用途 DYSHOW  HOUSE

http://dyshowhouse.co.jp/
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本 社
〒６３９－０２６５

奈 良 県 香 芝 市 上 中 2 7 1 番 地
ＴＥＬ０７４５（７６）４００９㈹　ＦＡＸ０７４５（７６）２４５６
E-mai l dyshowhouse@nif ty .com

国のまほろば　大和　　　　　　　　　　
　　　　　悠久の時の流れの中　　

　　　二上山を南西に望むこの地に55年

ふるさとの自然・文化・歴史・伝統　　　
　そして人々と共にあることを願って

広い場所にはドド～ンと、
小さな空間には チョコン と、
工場・倉庫から住居、
さらにはペット用まで
55 年の実績でお応えいたします。
風致地区仕様もご相談ください。


